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ご注意

保証について

HP 製品およびサービスに対する保証は、 それらの製品およびサービスに付属している保証規定

に明記された条項に限られます。 本書に記載された内容は、 追加の保証を規定するものではあ り
ません。 HP は、 本書の技術的および編集上の誤りや不備について、 その責任を負わないものと

します。

この情報は予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

法律上の権利の制限について

本書で取り扱っているコンピュータ  ソフ ト ウェアは秘密情報であ り、 その保有、 使用、 または複

製には、 HP から使用許諾を得る必要があ り ます。 FAR 12.211 および 12.212 に従って、 商業用コ

ンピュータ  ソフ ト ウェア、 コンピュータ  ソフ ト ウェア ドキュ メンテーシ ョ ン、 および商業用製

品の技術データは、 ベンダ標準の商業用ライセンスのも とで、 米国政府にライセンスが付与され
ます。

著作権について

© Copyright 2008 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe® および Acrobat® は Adobe Systems Incorporated の商標です。

AMD は Advanced Micro Devices, Inc. の商標です。

Intel® および Pentium® は、 米国またはその他の国における  Intel Corporation の商標です。

Java™ は Sun Microsystems, Inc. の米国内での商標です。

Microsoft®、 Windows®、 Windows NT®、 Windows® XP は、 Microsoft Corporation の米国内での登

録商標です。

Windows Vista™ は、 米国またはその他の国における  Microsoft Corporation の登録商標または商標

です。

UNIX® は The Open Group の登録商標です。
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サポート

HP ソフ ト ウェア サポートの Web サイ トには、 次の URL でアクセスできます。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport

HP ソフ ト ウェア オンライン サポートでは、 対話型テクニカル サポート  ツールをすぐにご利用

いただけます。 サポート  サイ トでは、 次の機能が用意されています。

• 目的に合った技術情報の検索

• サポート  ケースの登録と ト ラ ッキング、 およびエンハンス メン ト要求の送信と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート連絡先の検索

• 利用可能なサービスの参照

• ユーザー同士のディ スカッシ ョ ン

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

ほとんどのサポート  エ リ アでは、 アクセスするために HP Passport ユーザーと して登録、 サイン 
インする必要があ り ます。 また、 多くのサポート  エ リ アでサポート契約が必要です。

アクセス  レベルの詳細については、 次の Web ページを参照して ください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 

HP Passport ID の登録は、 次の Web ページで行ってください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 
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HPOM 8.10 でのサポート終了に関するお知らせ

以下のプラ ッ ト フォームは、 HP Operations Manager 8.10 for Windows ではサポート されません。

下記のプラ ッ ト フォームのいくつかは、 HP Operations Manager for Windows のバージ ョ ン 7.50 で
もサポート対象外になり ます。

次の Web ページに記載されているサポート  マ ト リ クスも併せてご覧ください。

http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp 

エージェン ト  プラッ ト フォーム

HP Operations Manager 8.10 for Windows は、 以下のエージェン ト  プラ ッ ト フォームをサポート し

ていません。

• Microsoft Windows NT 4.0 (Workstation/Server/Enterprise Edition)

• Microsoft Windows 2000 ( すべてのエディシ ョ ン。 ただし、 Microsoft の拡張サポート契約が有
効な場合を除く )

• Microsoft Windows 2003 (SP0)

• Microsoft Windows XP ( すべてのエディシ ョ ン。 ただし、 Microsoft の拡張サポート契約が有
効な場合を除く )

• HP-UX 11.0、 11.22

• Tru64 UNIX 4.x、 5.0A、 5.1、 5.1A

• IBM AIX (DCE エージェント のみ。バージョ ン  5.2 および 5.3 は HTTPS エージェント をサポート )

• Sun Solaris 2.6、 7

• SuSE Linux 6.x、 7.x、 8.0、 8.1

• SuSE Linux Enterprise Server 8.0

HP Operations Manager 8.10 for Windows のサポート期間内に、 ベンダが下記以外

のオペレーティング システムのサポート を終了した場合、 該当するプラ ッ ト

フォームで動作しているエージェン トのサポート も同時に終了します。 サービ
ス  パッ クのサポートは、 各ベンダのライフサイ クル ポ リシーに従って終了しま

す。 プラ ッ ト フォームのサポート終了予定については、 製品サポート  マ ト リ ク

スを定期的にご確認ください。
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• RedHat Linux 6.x、 7.x、 8.x、 9.0

• RedHat Enterprise Linux 2.1

• Mandrake Linux 9.2

• Turbo Linux 6.x、 7.x

• Debian Linux 3.0、 3.0r2

• OpenVMS 7.3.1

• Novell Netware IPX プロキシ ソ リ ューシ ョ ン (Novell Netware との既存レベルの統合は、 HP 
Gallery SPI と して提供されます )

• Mandriva (Mandrake) Linux 10.1 は DCE エージェン トのみサポート されます。

DCE エージェン トについての概要

HP は 2008 年 6 月末で DCE エージェン ト用の新しいプラ ッ ト フォームの認定を終了します。 こ

れ以降、 各ベンダから リ リースされる新しいオペレーティング システム バージ ョ ンやク ラスタ

または仮想化ソ リ ューシ ョ ンは、 DCE エージェン トでテス トおよびサポート されな くな り ます。

HP Operations Manager 7.50 for Windows のサポート終了時に、 HP Operations Manager 8.10 for 
Windows での DCE エージェン ト  サポート も終了します。 サポート情報については、 HP ソフ ト

ウェア サポート  Web ページを参照して ください。

管理サーバー プラッ ト フォーム

HPOM 8.10 for Windows は、 以下の管理サーバー プラ ッ ト フォームをサポート していません。

サービス  パッ クのサポートは、 Microsoft のライフサイ クル ポ リシーに従って終了します。

• Microsoft Windows 2000 (Server、 Advanced Server、 Datacenter Server Edition)

• Microsoft Windows 2003 (SP0)

リモート  コンソール プラッ ト フォーム

HPOM 8.10 for Windows では、 以下のコンソール プラ ッ ト フォームをサポート していません。

サービス  パッ クのサポートは、 Microsoft のライフサイ クル ポ リシーに従って終了します。

• Microsoft Windows 2000 (Server、 Professional)

• Microsoft Windows 2003 (SP0)

• Microsoft Windows XP ( すべてのエディシ ョ ン。 ただし、 Microsoft の拡張サポート契約が有

効な場合を除く )
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Web コンソール

HPOM 8.10 for Windows では、以下の Web コンソール プラ ッ ト フォームをサポート していません。

• Microsoft Internet Explorer 5.5

高可用性サポート

HPOM 8.10 for Windows では、 以下の高可用性ソ リ ューシ ョ ンをサポート していません。

• HP MC/ServiceGuard 10.10+

• IBM HACMP for AIX 4.2.2、 4.3.1、 4.4.1、 4.5

• SunCluster 2.2

データベース

HP は以下のデータベースのサポート を終了します。

• Microsoft MSDE

• Microsoft SQL Server 2000 ( ただし、 Microsoft の拡張サポート契約が有効な場合を除く )

統合ソリューシ ョ ン

HPOM 8.10 for Windows は、 以下のソ リ ューシ ョ ンの統合をサポート していません。

• HP Reporter 3.70、 3.60

• HP Network Node Manager/Windows 7.01、 7.50

• HP Performance Manager 4.xx、 5.00、 6.00、 6.01

• HP Performance Agent Software 3.xx、 4.00

• HP Internet Services 5.20、 6.00

• HP Operations Agent 6.xx
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HPOM 8.10 for Windows 以降のサポート終了に関するお知らせ

HP Operations Manager for Windows バージ ョ ン 8.10 の次の主要リ リースで、 以下のプラ ッ ト

フォームのサポート を終了する予定です。

HP では、 ご意見をお待ちしており ます。 次回の主要リ リースでも、 こ こに示す管理ノード  プ
ラ ッ ト フォームのサポート を希望される場合は、 HP の担当営業またはサポート担当者までご連

絡ください。

エージェン ト  プラッ ト フォーム

• すべてのプラ ッ ト フォームでの DCE エージェン ト  サポート

管理サーバー プラッ ト フォーム

• Microsoft Windows 2003 の全エディシ ョ ン

リモート  コンソール プラッ ト フォーム

• Microsoft Windows 2003 の全エディシ ョ ン

• Microsoft Windows XP

Web コンソール

• Microsoft Internet Explorer 6.0

データベース

• Microsoft SQL Server 2000 

• Microsoft SQL Server 2005 Express

統合ソリューシ ョ ン

• NDAOM アダプタ

• HP Operations Manager for UNIX 7.xx および 8.00

• HP Operations Manager 7.50 for Windows

• HP Operations Agent 7.xx

• HP Internet Services
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1 HP Operations Manager for Windows
本書について

このガイ ドは、 Windows に習熟した管理者を対象と しています。 説明する内容

は、 次のとおりです。

• 第 1 章は、このガイド の対象範囲について説明します。次の内容が含まれます。

— HPOM for Windows と コア SPI の概要

— HPOM に含まれる製品のリ ス ト

— インス トール計画用チェッ ク リ ス ト

• 第 2 章 「要件」 は、 以下の内容について説明します。

— HPOM の管理サーバーと管理コンソールのインス トールに必要な、 ソフ

ト ウェアおよびハード ウェアの要件

— HPOM を正し く実装するために必要なアカウン トに関する情報

— 正常に HPOM をインス トールするためのファイアウォール設定

• 第 3 章 「HPOM の標準インス トール」 と第 4 章 「HPOM のク ラスタ  インス

トール」 は、 ク ラスタ化されていない環境と、 ク ラスタ化されている環境に 
HPOM をインス トールする手順を示します。

• 第 5 章 「HPOM のアンインス トールと再インス トール」 は、 HPOM のアンイ

ンス トールと再インス トールについて説明します。

• 第 6 章「インス トール後の作業」は、HPOM の使用について簡単に説明します。

• 付録 A 「システム要件のチェッ ク」 は、 インス トールの開始前に HPOM が
チェッ クするシステム要件を示します。
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HPOM for Windows について    

HP Operations Manager for Windows (HPOM) は分散型のク ライアン ト  / サーバー 
ソフ ト ウェア ソ リ ューシ ョ ンです。 サービス主導型のイベン ト を提供し、 ビジ

ネス  ク リ テ ィカルなエンタープライズ システム、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および

サービスのパフォーマンスを管理します。

HPOM はさまざまな機種が分散している  e- ビジネス  インフラス ト ラ クチャを管

理できます。 Windows と  UNIX の幅広いシステム、 および電子商取引、 Web 
サーバー、 アプリ ケーシ ョ ン  サーバー、 会議システム、 電子メール、 データ

ベース、 ERP ソフ ト ウェアなどの各種アプリ ケーシ ョ ンをサポート します。

HPOM には、 コンソールおよびサーバー機能があ り、 管理ノードにインス トー

ルされたエージェン ト を使用してパフォーマンスおよびイベン ト を一元的に監視
します。 アドオンおよび SPI を使用するには、 事前に管理サーバーに HPOM を
インス トールしておく必要があ り ます。

HPOM の基本機能と して含まれるコンポーネン ト  (Windows 用と  UNIX 用の 2 つ
のコア SPI) は、 単独で購入またはインス トールする必要はあ り ません。

メディアに含まれ、 このドキュ メン トで説明する、 その他すべての製品について
は、 追加のライセンスを購入する必要があ り ます。

HP Operations SPI (Microsoft Windows オペレーティング 
システム用 )

HP Operations Smart Plug-In for Microsoft Windows Operating System (Windows OS 
SPI) によ り、 Windows ノードの運用、 パフォーマンスを管理する事前設定ポ リ

シーおよびツールが提供されます。 この機能は HPOM 製品の一部と して提供さ

れ、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン (MS Backoffice アプ リ ケーシ ョ ン、 MS Web 
Server)、 ウ ィルス対策アプリ ケーシ ョ ン、 Veritas Backup、 Citrix Metaframe、 Dell 
OpenManage、 HP Systems Insight Manager、 Active Directory の基本監視機能などを

管理するためのポ リシーなど、 システムと基本的なアプリ ケーシ ョ ンの管理を含
みます。 管理ポ リシーは、 必要に応じて容易にカスタマイズできます。

Windows OS SPI は、HPOM や関連製品とシームレスに統合されています。統合に

よ り、 ポ リ シー、 ツール、 および強力なサービス自動検出機能が提供されます。
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HP Operations Smart Plug-In for UNIX Operating Systems

HP Operations Smart Plug-in for UNIX Operating Systems (UNIX OSSPI) は HPOM と
完全に統合され、 管理対象を  UNIX システムの分散環境にまで拡大します。

UNIX OSSPI は、 UNIX オペレーティング システムと、 関連するソフ ト ウェアお

よびハード ウェアの可用性を監視し、 機能を管理します。 UNIX OSSPI が主に提

供する機能は、 強力なサービス自動検出機能と、 UNIX ベースの IT インフラス

ト ラ クチャで使用される主要要素を迅速に制御するための、 事前に定義されたポ
リ シー、 ツール、 ユーザー ロールです。
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HPOM に含まれる製品

HPOM for Windows の DVD

HP Operations Manager 8.10 for Windows 製品には、 以下のモジュールを収録して

いる  DVD が 1 枚含まれています。

• HP Operations Manager for Windows 基本機能

• HP Operations SPI (Windows オペレーティング システム用 )

• HP Operations SPI (UNIX オペレーティング システム用 )

• HP Network Node Manager アダプタ

• HP Business Availability Center アダプタ

• HP SiteScope アダプタ

サーバーに HPOM コンソール、 サーバー、 またはリモート  コンソールをインス

トールする と きは、 DVD を使用します。 アドオン モジュールとアダプタは、

HPOM と  HP Network Node Manager や HP Business Availability Center、 HP 
SiteScope などの製品を統合する場合に、 HPOM とそれらの製品の機能を拡張し

ます。

また、 DVD には、 HPOM のインス トール ガイ ド とアップグレード  ガイ ド、

HPOM リ リース  ノート、 コア SPI リ リース  ノート、 ホワイ トペーパーも格納さ

れています。 すべてのリ リース  ノート  ドキュ メン トは、 DVD の 
\Documentation\Releasenotes ディ レク ト リ に保存されています。 ホワイ ト

ペーパーは \Documentation\Whitepapers ディ レク ト リ に保存されています。
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メディア キッ ト

HP Operations Manager Media Kit には、 HPOM for Windows DVD のほかに、 SPI 
(Smart Plug-in) が含まれ、 アドオン製品が含まれる場合もあ り ます。 SPI とアド
オン製品は、 HPOM for Windows での使用がテス ト されているので、 そのままの
状態で完全なソ リ ューシ ョ ンの構築に使用できます。

メディア キッ トに含まれるソフ ト ウェアは次のとおりです。

• HP Operations Manager for Windows  
( 詳細は、 「HPOM for Windows の DVD」 を参照して ください )

• HP Operations SPI (HP Operations Manager for Windows 用 ) 

• HP Reporter for Windows

• HP Performance Manager for Windows

• HP Network Node Manager for Windows 
( 現在は HP NNM に組み込まれている  Problem Diagnosis を含む )

• HP Performance Agent Software

 

HPOM 8.10 for Windows インス トール用メディアのファ イルをファ イル システム

にコピーする場合は、 以下の要件を満たしているこ とを確認して ください。

• HPOM for Windows DVD と  SPI DVD を別個のフォルダに保存します。 以前

のバージ ョ ンの HPOM とは異な り、 製品 DVD のすべての内容を  1 つのフォ

ルダにコピーするこ とはできません。

• HPOM をインスト ールする場所からのパスは 160 字未満になるよう にします

( 完全なパスにはバイナリ の Setup.exe が含まれます )。 これは、 Windows イン

スト ーラ  (msiexec) の既知の制限です。

SPI (Smart Plug-in) は、 HPOM と一体となって動作する、 すぐに使用できるモ
ジュールです。 エンタープライズ オペレータが Microsoft Exchange、 データベー
ス、 Microsoft Active Directory などの複雑なビジネス  アプリ ケーシ ョ ンや IT イン
フラス ト ラ クチャを監視 / 管理する際に役立ちます。

SPI は、 HP Operations Manager 8.10 for Windows コンソールおよび管理サーバー

のインス トール後にインス トールします。 SPI の詳細については、 HP Operations 
Manager 8.10 for Windows の HP Operations SPI DVD に収録されている ドキュ メン

ト を参照して ください。
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利用できるドキュ メン ト

HPOM に関する情報は、 いくつかの情報源から参照できます。 環境設定の方法、

日々の管理作業、 およびコンソールでのメ ッセージやマップを用いたイベン トの
監視と解決に関して、 1900 を超える ト ピッ クを含むヘルプ システムが主要な情

報源とな り ます。

• HPOM と各 HPOM コンポーネン トでは、 広範囲なヘルプ システムが利用で

きます。

• Adobe Acrobat PDF 形式の追加の製品ドキュ メン トが、 インス トール メディ

アの \Documentation ディ レク ト リに格納されています。

• HPOM for Windows 基本機能に関連する  PDF ファ イルは、 管理サーバーの 
%OVInstallDir%\paperdocs\en ディ レク ト リにも インス トールされて

います。

メ ディ ア  キッ ト の内容は、 HPOM 8.10 for Windows のバージョ ンアッ プ前に変更

される可能性があり ます。各種製品の新バージョ ンの収録や、 評価用製品の追加 /
削除が行われる可能性があり ます。
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インストール計画用チェ ックリス ト  

HPOM のインス トールを計画する と きは、 コンソール、 サーバー、 または両方

のインスールを開始する前に重要な情報の参照先を確認しておくために、 次の
チェッ ク リ ス ト を使用して ください。

タスク  1: HPOM コンソール / サーバーをインス トールする場所

___ これまでに HPOM をインス トールしたこ とがないサーバー 

この場合は、 このチェッ ク リ ス トの残りの項目を確認したら、
第 3 章 「HPOM の標準インス トール」 に進み、 HPOM の初回イ

ンス トールについての詳細を参照して ください。

___ HPOM が既にインスールされていて、 HPOM のアップグレード

を検討しているシステム 

この場合は、 HPOM for Windows インス トール メディアの 
\Documentation ディ レク ト リに収録されている 『HP Operations 
Manager for Windows Upgrade Guide』 を参照して ください。 この

アップグレード  ガイ ドは、 ク ラスタ化されていない HPOM 
サーバーから、 MS ク ラスタで稼動する  HPOM サーバーにデー

タを移行するための置換アップグレード  / 並列移行手順につい

ても説明しています。

___ Microsoft ク ラスタ上の HPOM 仮想サーバー 

この場合は、 このチェッ ク リ ス トの残りの項目を飛ばして、
第 4 章 「HPOM のク ラスタ  インス トール」 に進みます。 この

チェッ ク リ ス トは、 Microsoft ク ラスタへの HPOM のインス

トールには適用されません。
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タスク  2: 使用する Windows 環境について

どちらの種類のインス トールを選択するかについては、 37 ページの 「エージェ

ン ト配布のセキュ リ ティ要件」 を参照して ください。 このセクシ ョ ンは、 インス
トール時にどのよ うなアカウン トが作成され、 それが HPOM でどのよ うに使用

されるか、 また、 Windows ノードの管理とエージェン トのインス トールを自動

的に行う  HPOM サーバーの機能が、 インス トールの種類によってどのよ うに制

限されるかについて説明します。

___ Windows ワークグループ環境

Windows ワークグループ環境に HPOM をインス トールする場合

は、 以下の HPOM 機能を使用できません。

• 自動でのエージェン トのインス トールと配布

代わりに、 手動エージェン ト  インス トール方法を使用し

て、 ノードを管理下に置きます。

• リモート  データベース

代わり に、ローカル データベース、つまり  HPOM サーバー /
コンソ ールをイ ンスト ールするシステム上のデータベース
を使用します。

• リモート  コンソール

HPOM の管理サーバーがワークグループに含まれ、 その

ワークグループがド メ インのメンバではない場合、 HPOM 
ではリモート  MMC コンソールがサポート されません。 こ

の場合は、 ターミナル サービスを使用して HPOM サーバー

に接続し、 サーバー上のコンソールを実行できます。

___ Windows ド メ イン

Windows ド メ インに HPOM をインス トールする場合は、HPOM 
機能を完全に使用するこ とができます。
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タスク  3: どのようなデータベース構成の利用を検討しているか  

各種データベース設定の詳細は、 27 ページの 「データベース要件」 を参照して く
ださい。

タスク  4: 使用するサーバーの最小要件 

タスク  5: セキュリテ ィ  ルールを適用するために、 企業が Microsoft Security テンプレート
を使用していて、 HPOM のインストールを予定しているサーバーにそれが
インストールされているか 

この場合は、 インス トールを開始する前に、 88 ページの 「高度なセキュア 
Windows 環境への HPOM のインス トールと実行」 を参照して ください。

___ 新規データベース  (SQL Server Express 2005) をローカルにインス
トールするデフォルト設定を使用する

この場合は、第 3 章 「HPOM の標準インス トール」 で HPOM のイ
ンス トールの詳細について参照してください。 インス トール時に
デフォルト設定を使用する場合は、特別な手順は必要あ り ません。

___ ロ ーカルまたはリ モート  システム  (HPOM をイ ンス ト ールする
サーバー以外のサーバー ) の既存のデータ ベース  イ ンスタ ンス
(Microsoft SQL Server 2000 または 2005 Enterprise Edition) を使用する

まず、Microsoft SQL Server 2000 または 2005 Enterprise Edition をイン
スト ールして、 次に任意の名前のデータベース  インスタンスを作
成します。HPOM のインスト ール時に、このインスタンス名を指定
します。 ローカル データベースまたはリ モート  データベースのい
ずれのインスタンスに接続しても 、 HPOM インスト ール プロセス
の実行中に “openview” データベースがインスト ールされます。

___ ハード ウェア要件

23 ページの 「ハード ウェア要件」 を参照して ください。

___ ソフ ト ウェア要件

25 ページの 「ソフ ト ウェア要件」 を参照して ください。

___ ネッ ト ワーク要件

31 ページの 「ネッ ト ワーク要件」 を参照して ください。

___ Windows サービスの要件

34 ページの 「Windows サービスの要件」 を参照して ください。
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エージェン トのインストール

HPOM 8.10 for Windows では、 どのプラ ッ ト フォーム用のエージェン トでも自動

または手動でインス トールできます。 エージェン トのインス トールは、 HPOM 
for Windows サーバーによる管理の対象となる ノードを選択する と、 自動的に行

われます  (36 ページの 「エージェン ト要件」 を参照して ください )。

サポート しているシステムについては、 次の URL を参照して ください。
http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp

   

エージェン トのインス トールについての詳細は、 HPOM ヘルプ ト ピッ ク 「環境

の管理」 → 「エージェン トの設定」 を参照して ください。
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2 要件
ハードウェア要件

こ こでは、HPOM のハード ウェアに関する最小要件と 推奨される要件を示します。

管理サーバーとコンソール

• 最小 :  1.4 GHz 以上の Intel Pentium III ( または互換 ) プロセッサ (32 ビッ ト  
モードをサポートする  AMD Opteron および Athlon 64 CPU)。
推奨 : 3.0 GHz 以上の Intel Pentium 4 プロセッサ ( デュアル CPU システム )。

• 最小 :  768 MB の物理メモ リ と  512 MB 以上の仮想メモ リ  ( ページ ファ イル )。
推奨 :  2 GB の物理メモ リ。

• 最小 : インス トールに 6.5 GB のディ スク容量を使用 ( 選択する製品オプシ ョ
ンによって異な り ます )。 管理サーバーは、 NTFS ボ リ ュームへのインス
トールのみをサポート します。
推奨 : 1 GB 以上の空き容量を持つ高性能ハードディ スク。

ク ラスタに HPOM をインス トールする場合は、 以下の最小ディ スク容量要
件を適用します。

— 最初のク ラスタ  ノード : 5.5 GB 以上

— 以降のク ラスタ  ノード : 2.25 GB 以上

サード  パーティ製の追加 SPI や統合する他の HPOM アプ リ ケーシ ョ ン用に、
これ以上のディ スク容量が必要になる場合もあ り ます。

• DVD-ROM ド ラ イブ ( ネッ ト ワーク共有からインス トールする場合を除く )。

• 最小 :  解像度が 1024x768 の 17 インチ モニタ。 256 色以上。
推奨 :  解像度が 1280x1024 の 19 インチ モニタ  ( コンソール システムと して
使用する場合 )。 256 色以上。

• マルチプロセッサ システムはサポート されます。
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リモート  コンソール

• 最小 :  500 MHz の Intel Pentium III ( または互換 ) プロセッサ。

推奨 : 1.4 GHz。

• 最小 :  256 MB の物理メモ リ と  512 MB 以上の仮想メモ リ  ( ページ ファ イル )。
推奨 :  1 GB の物理メモ リ。

• 最小 : インス トールに 300 MB の容量が必要。

推奨 : 1 GB 以上の空き容量を持つハードディ スク。

• DVD-ROM ド ラ イブ ( ネッ ト ワーク共有からインス トールする場合を除く )。

• 最小 :  解像度が 1024x768 の 17 インチ モニタ。 256 色以上。

推奨 :  解像度が 1280x1024 の 19 インチ モニタ。 256 色以上。

エージェン ト

詳細は、 36 ページの 「エージェン ト要件」 を参照して ください。
24 第 2 章



ソフ トウェア要件

管理サーバーとコンソール

• Windows 2008 (32 ビッ ト )、 Windows Server 2003 SP1、 SP2、 R2 (32 ビッ ト ) 
Standard Edition、 Enterprise Edition、 Data Center Edition。 Windows Server 2003 
用の Hotfix KB925336 の適用を推奨。

• ドキュ メン トの表示には、 Adobe Acrobat Reader 7.0 以降が必要です。

• Internet Explorer 6.0 以降。

• Internet Information Services (IIS) 6.0。 最小要件については、 本章の 34 ページ
を参照して ください。

• Microsoft ク ラスタはサポート されます。

リモート  コンソール

• Windows 2008 (32 ビッ ト )、 Windows Server 2003 SP1、 SP2、 R2 (32 ビッ ト )、
Windows XP SP2 (32 ビッ ト )、 Windows Vista (32 ビッ ト )。

• ドキュ メン トの表示には、 Adobe Acrobat Reader 7.0 以降が必要です。

• Internet Explorer 6.0 以降。

Web コンソール

HPOM は、 次のブラウザで表示できる  Web コンソールを提供します。 これらの
ブラウザ バージ ョ ンをインス トールしているすべての環境で、 Web コンソール
がサポート されます。

• Internet Explorer 6.0 以降

• Netscape 7.1 以降

• Mozilla Firefox 1.5 以降

,

次の Web ページに記載されているサポート  マト リ ク スも併せてご覧く ださい。
http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp (HPOM 8.10 for 
Windows でサポート しているエージェン ト、 管理サーバー、 コンソール プラ ッ
ト フォーム用 )
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エージェン ト

詳細は、 36 ページの 「エージェン ト要件」 を参照して ください。
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データベース要件

HPOM は、 ローカルおよびリモート  データベース用に、 さまざまなタイプの

データ  リ ポジ ト リ設定をサポート しています。 サポート しているデータベース

は以下のとおりです。

• Microsoft SQL Server 2005 Express Edition SP2 (32 ビッ ト )

• Microsoft SQL Server 2005 Enterprise Edition SP2 (32 および 64 ビッ ト )

• Microsoft SQL Server 2000 Enterprise Edition (32 ビッ ト )

データベース  インスタンスの名前は、 ユーザーが設定できます。 データベース  
インスタンスには、 HPOM のインス トール中に作成される  “openview” データ

ベースが含まれます。 HP Reporter は、 HPOM と同じ、 または HPOM とは異なる

データベース  インスタンスのどちら も使用できます。

SQL Server Enterprise データベースが存在しない場合、 HPOM インス トール プロ

グラムによ り、 HPOM 管理情報を格納するデフォルトのデータベース と して 
Microsoft SQL Server Express がインス トールされます。

データベース設定

HPOM は、 データ  リ ポジ ト リの次の設定をサポート します。

• SQL Server Express

デフォルトのデータベース と して Microsoft SQL Server Express を使用する  
HPOM を、 単一の ( ク ラスタ化されていない ) Windows サーバーにインス

トールするには、 他に使用されていないローカル SQL Server インスタンスの

名前を指定します。 SQL Server 2005 Express がインス トールされ、 新しい

データベース  インスタンスが作成されます。

MS ク ラスタに HPOM と  SQL Server Express をインス トールする

こ とはできません。 MS ク ラスタに HPOM をインス トールする場

合、 リモート  SQL Server Enterprise データベースのみを使用でき

ます。 詳細は、 第 4 章 「HPOM のク ラスタ  インス トール」 を参照

して ください。
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• SQL Server Enterprise

HPOM で SQL Server Enterprise データベースを使用する場合、 SQL Server 
Enterprise は、 HPOM をインス トールするシステムにローカルでインス トー

ルするか、 リモート  Windows システムにインス トールします。 SQL 2000 ま
たは 2005 のインス トール時に、 ユーザーが設定可能な名前で新しいインス

タンスを作成します。

SQL Server 照合順序の指定では、 大文字と小文字が区別されないよ うに設定

する必要があ り ます。

HPOM をインス トールする際に、 HPOM の [SQL Server サーバー インスタン

スの選択 ] ウ ィザード  ページで、 SQL Server インス トール時に作成したイン

スタンスを選択します。

リモート  データベース要件

HPOM の [SQL Server サーバー インスタンスの選択 ] ウ ィザード  ページで、 リ

モート  データベース  インスタンスを選択できない場合は、 以下の設定を確認し

て ください。

• SQL Server 設定

a リモート  データベース  サーバーで、 SQL Server Surface Area 
Configuration (SQL Server セキュ リ ティ構成 ) マネージャを起動します。

b [ サービスと接続のセキュリテ ィ構成 ] をク リ ッ ク します。

c ツ リーで [ リモート接続 ] をク リ ッ ク し、[ ローカル接続およびリモート接続 ] 
オプシ ョ ンをオンにします。

d [SQL Server Browser] をク リ ッ ク し、 SQL Server Browser サービスが自動

で開始されるこ とを確認します。

e SQL Server Browser サービスが開始されたら、 SQL Server インスタンス

を再起動します。

通常のインス トール時には、 既存の “openview” データベースは使

用できません。 古いデータベースの削除とデータベースの再作成
についての警告が表示されます。 古いデータを保持する場合は、
アップグレードまたは移行を実行する必要があ り ます。
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• ネッ トワーク設定とファイアウォール設定

リモート  データベース  サーバーが他のサブネッ トに配置されている場合や、

リモート  データベース  サーバーと  HPOM 管理サーバーの間にファ イア

ウォールが設置されている場合は、 UDP ポート  1434 がブロ ッ ク されないよ

うにして ください。 このポートがブロ ッ ク される と、 SQL Server Browser 
サービスに到達できないため、 HPOM 管理サーバーで対象の SQL Server イ
ンスタンスを認識できな くな り ます。

Windows Server 2008 を実行中の管理サーバーで、 Windows ファ イアウォール

が UDP 応答パケッ ト を破棄しないよ うにするこ と も必要です。

詳細は、 Microsoft の次の情報を参照して ください。

— http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/ms181087.aspx

— http://support.microsoft.com/kb/944390/

認証モード

デフォルトでは、 HPOM は Windows アカウン ト を使用して SQL Server または 
SQL Server Express データベースに接続します (SA ユーザー アカウン トは使用さ

れなくな り ました )。

SQL Server データベースをインス トールする際、 Windows 認証モードか混合

モードを選択します。 いずれのモードでも、 HPOM は Windows アカウン ト を使

用してデータベースに接続します。
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リモート  コンソール要件

24 ページと  25 ページのハード ウェア要件およびソフ ト ウェア要件に加えて、 リ

モート  コンソールを正常に実行するための以下の要件を満たしている必要があ

り ます。

• ド メ イン要件

リモート  HPOM コンソールは、 HPOM サーバー システムと リモート  コン

ソール システムが同一の Windows ド メ インに存在するか、 同等の双方向ド

メ イン信頼関係が確保されている場合にのみサポート されます。

• HP-OVE-Deleg-User 要件

ポ リシーの管理と配布ユーザー (HP-OVE-Deleg-User) は、 ユーザー グループ 
Users および Everyone で リモート  コンソール システムにアクセスするネッ

ト ワーク権限を持つ必要があ り ます。 これらのグループを 「ネッ ト ワーク経
由でコンピュータへアクセス」 セキュ リ ティ  ポ リ シーから削除した場合、

対象のリモート  コンソール システム上で、 このポ リシーに 
HP-OVE-Deleg-User を明示的に追加しなければなり ません。 追加しない場合

は、 リモート  コンソールでポ リシーを管理できません。

• ユーザー要件

リモート  コンソールを使用するには、 コンソールを実行する  Windows ユー

ザーが HP-OVE-ADMINS または HP-OVE-OPERATORS グループのメンバで

ある必要があ り ます。

• HPOM バージ ョ ン要件

リモート  コンソールのバージ ョ ンと管理サーバーのバージ ョ ンは、 同じで

なければなり ません。 たとえば、 OVO 7.50 for Windows のリモート  コンソー

ルは、 HPOM 8.10 for Windows の管理サーバーに接続できません。 この逆も

同様です。 起動時に、 リモート  コンソールは両方のバージ ョ ンを確認し、

バージ ョ ン番号が一致しない場合はエラー メ ッセージを表示します。
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ネッ トワーク要件

HPOM を Windows ド メ インにインス トールする場合は、 以下のセクシ ョ ンに示

されている要件を満たすよ う、 ド メ インを設定します。

ド メイン要件

• ド メ イン  コン ト ローラは、 Windows 2000 SP4 以降か、 Windows Server 2003 
SP1、 R2、 またはそれ以降をベースとする必要があ り ます。

• ド メ インの機能レベルは、 「Windows 2000 ネイティブ」 または 「Windows 
Server 2003」 に設定する必要があ り ます。

DNS ( ド メイン ネーム システム ) 要件

HPOM を稼動させ、 DNS 検出を使用する場合は、 次のよ うに DNS ( ド メ イン  
ネーム システム ) サーバーを設定する必要があ り ます。

• DNS サーバーは、 必ず 1 つは設置します ( ド メ イン コン ト ローラ と同じシ

ステム上など )。

• 管理サーバーや管理ノードの正引き  (FQDN から  IP) や逆引き  (IP から  FQDN) 
を適切に解決できるよ う、 DNS サーバーを設定します。

• DNS サーバーは 「ゾーン転送を許可するサーバー」 と して設定します。

• DNS と  AD (Active Directory) のド メ イン名が異なる場合は、 AD ド メ イン名

と一致するよ うに、 DNS サーバーの設定で新しいゾーンを作成します。

• セカンダ リ  DNS サーバーをネーム サーバーのリ ス トに追加して、 HPOM で
検索できるよ うにするこ と もできます。

データがド メ インに伝達され、 HPOM の検出によって正し く表示されるまで、

数時間かかる場合があ り ます。 これらのゾーンを正し く設定する方法について
は、 DNS サーバーのマニュアルを参照して ください。
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完全修飾ド メイン名

HPOM サーバー ソフ ト ウェアをインス トールする前に、 FQDN ( 完全修飾ド メ イ
ン名 ) が正し く設定されているこ とを確認して ください。 インス トールされてい
るすべての HP Operations エージェン トは、 HPOM サーバーとの通信に FQDN を
使用します。 システムと  HPOM サーバーの FQDN を後から変更するこ と もでき
ますが、 現在管理されているすべてのシステムの更新が必要になり ます。 そのた
め、 DNS サーバーが同じ方法でこの FQDN を解決するよ うに、 事前に FQDN を
最終的な値に設定しておく こ とを強くお勧めします。

Active Directory と統合 DNS

Windows Server 2003 での通常の Active Directory (AD) ド メ インの設定では、 シス
テムの FQDN の一部と して AD ド メ イン識別子を含めます。

• HPOM をインス トールする前に、 Windows サーバーが最終的なド メ インにあ
り、 ド メ イン サフ ィ ッ クスが正し く設定され、 DNS に正し く登録されてい
るこ とを確認します。 サーバーのプロパティを調べ、 nslookup ユーティ リ
ティ を使用して DNS を調べます。

• HPOM では、 DNS サーバーが一貫した PTR レコードを参照する  (IP から  
FQDN への逆引き ) 必要があ り ます。 nslookup ユーティ リ ティ を使用して、
IP アドレスが正しい FQDN に解決されるこ とを確認します。

• すべてのエージェン トが、 HPOM サーバーの FQDN ド メ イン名を同じよ う
に解決する必要があ り ます。 これは、 Windows 環境で提供される  Active 
Directory 統合 DNS とは別の DNS サーバーを使用する  UNIX システムを管理
する場合に特に重要です。

プライマリ  DNS サフ ィ ックスの確認と設定

ド メ イン  サフ ィ ッ クス  (FQDN) を使用する  DNS 環境に管理サーバーをインス

トールする場合、 次の手順に従ってプライマ リ  DNS サフ ィ ッ クスを確認および

設定します。

1 Windows Server 2003 のデスク ト ップで [ マイ  コンピュータ ] を右ク リ ッ ク し、
[ プロパティ ] を選択します。

2 Windows Server 2003 システムの [ コンピュータ名 ] を選択します。

3 この画面には、 [ フル コンピュータ名 ] とい う フ ィールドがあ り ます。 この名
前は Windows システムの FQDN で、 HPOM の FQDN と して使用されます。
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4 [ フル コンピュータ名 ] フ ィールドに使用する名前が表示されていない場合は、
このダイアログで値を変更します。 または、 組み込み型の AD/DNS 設定を使
用する場合は、NIC ( ネッ ト ワーク  インタフェース  カード ) の設定で TCP/IP 
の設定を変更します。 DNS サフ ィ ッ クスの変更を実装する方法については、
Windows 2000/2003 のドキュ メン ト を参照して ください。
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Windows サービスの要件

HPOM と  Internet Information Services (IIS)

管理サーバーのインス トール時に、 HPOM は IIS に接続し、 設定を行います。 ま
ず、 IIS がインス トールされていて、 サイ トに必要である と考えられるすべての
セキュ リ ティ  パッチが含まれているこ とを確認して ください。

HPOM は Internet Information Services (IIS) を使用します。 また、 これを実行する
ために特定のコンポーネン ト を必要と します。 ウ ィルスからの攻撃を最小にする
ため、 次に示す必要な基本 Web ページ サービスのみをインス トールするこ とを
お勧めします。

Windows 2008 では、 Server Manager で次の役割サービスを使用して Web サー
バー (IIS) の役割をインス トールします。

• 一般的な HTTP 機能 :

— 静的コンテンツ

— 既定のドキュ メン ト

• アプ リ ケーシ ョ ン開発 :

— ASP.NET

— ASP

• セキュ リ ティ :

— 基本認証

— Windows 認証

• IIS 6 の管理との互換性 :

— IIS 6 メ タベースの互換性

— IIS 6 管理コンソール

Windows 2003 では、次の IIS コンポーネント が利用できるこ と を確認してく ださい。

• 共通ファイル (IIS のすべてのインス トールで必要です )

• WWW (World Wide Web) サーバー

利用できる  IIS のパッチについては、 IIS のドキュ メン トや関連する  Microsoft の 
Web サイ ト を参照して ください。
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• Web コンソールをサポートするために管理サーバーで有効化される  Active 
Server Pages (.asp)

• Internet Information Services Manager (WWW サーバーを選択する と必ずインス
トールされます )

その他の IIS コンポーネン トはすべてオプシ ョ ンです。

OS を Windows 2003 にアップグレードする場合は、 HPOM Web コンソール IIS 
拡張が再度有効となるよ うに、 IIS の設定を調整する必要があ り ます。

1 [ マイ コンピュータ ] → [ 管理 ] を選択します。

2 [ コンピュータの管理 ] で [ サービスとアプリケーシ ョ ン ] の表示を展開します。

3 [ インターネッ ト  インフォ メーシ ョ ン サービス (IIS) マネージャ ] を選択し、 [Web 
サービス拡張 ] の表示を展開します。

4 [Active Server Pages] 拡張の設定が 「許可」 になっているこ とを確認します。

HPOM for Windows と と もに Microsoft ツール URLScan がインス トールされてい
るシステムでは、 HPOM のグラフ表示機能は機能しません。 この問題を解決す
るには、 urlscan.ini ファ イルで次の設定を変更します。

• UseAllowExtensions=0 を UseAllowExtensions=1 に変更します。

• AllowExtensions セクシ ョ ンに次の行を追加します。

— .exe

— .xml

— .jar

— .class

• IIS を再起動して、 変更を適用します。

デフォルトでは、 URLScan 2.5 の urlscan.ini ファ イルは 
%WINDIR%\system32\inetsrv\urlscan ディ レク ト リにあ り ます。

このユーティ リ ティに関する  Microsoft の TechNet リ ンクは次のとおりです。
http://www.microsoft.com/technet/security/tools/urlscan.mspx
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エージェン ト要件

管理サーバーは、 サポート対象の Windows オペレーティング システムを実行し
ている ノードに自動で HTTPS および DCE エージェン ト を配布できます。 さ ら
に、 管理サーバーで適切な Secure Shell Client を設定する と、 管理サーバーは、
サポート対象の UNIX または Linux オペレーティング システムを実行している
ノードにも、 自動で HTTPS エージェン ト を配布できます。

UNIX または Linux オペレーティング システムを実行している ノードに、 リモー
トで DCE エージェン ト を配布するこ とはできません。 したがって、 これらのシ
ステムにはエージェン ト を手動でインス トールします。

HPOM 8.10 for Windows がサポート しているエージェント  プラッ ト フォームの詳細
は、以下の Web ページに記載されているサポート  マト リ ク スを参照してく ださい。

http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp

HTTPS および DCE エージェン トの配布については、 オンライン  ヘルプのト ピッ
ク 「環境の管理」 → 「エージェン トの設定」 を参照して ください。

ハードウェアとソフ トウェアの要件

HTTPS または DCE 管理ノードのハード ウェアと ソフ ト ウェア要件は、 次の場所
に記載されています。

• HTTPS 管理ノード

サポート対象のオペレーティング システムと必要なパッチについては、 以
下の URL のサポート  マ ト リ クスを参照して ください。

http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp

ノードは、 オペレーティング システムのハード ウェア要件を満たしている
必要があ り ます。 HTTPS 管理ノードに関する追加のハード ウェア要件はあ
り ません。

• DCE 管理ノード

オンライン ヘルプの ト ピッ ク 「環境の管理」 → 「エージェン トの設定」 →
「エージェン トの手動インストール」 → 「DCE エージェン トの手動インストール」
を参照して ください。

管理対象のノードを管理下に置く と、 HPOM はそのノードが管理に必要な条件
を満たしているかど うかをチェッ ク します。 また、 管理ノード  ツ リー内の任意
のノードに対し、 手動で必要条件チェッ クを実行するこ と もできます。
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エージェン ト配布のセキュリテ ィ要件

管理ノードを追加するユーザーは、 管理サーバーの HP-OVE-ADMINS グループ

のメンバでなければなり ません。 管理ノード と して追加するシステムは、 起動さ
れ、 稼動中であるこ とが必要です。

HPOM 8.10 for Windows では、 Windows 管理ノードを追加する と きに、 「Windows 
ノード  セキュ リ テ ィの設定」 ツール (OveConfig.exe) は表示されません。 代わり

に、 任意のタイプのエージェン ト をインス トールするために使用するユーザー 
アカウン ト を指定します。 次の設定から選択します。

• PMAD ユーザー

この配布方法は、 HP-OVE-Deleg-User アカウン トの資格情報を使用します。

HP-OVE-Deleg-User は、 デフォル ト ではノードに対する管理アクセス権限を

持っていません。 このユーザーをド メ イン管理グループに追加するこ とはお
勧めできません。 代わりに、 HP-OVE-Deleg-User アカウン ト を手動で各ノー

ドのローカル Administrators グループに追加するか、コンソールの [ ツール ] →
[HP Operations Manager ツール ] → [Windows ノード  セキュリテ ィの設定 ] ツー

ル (OveConfig.exe) を使用します。 このツールは、 HP-OVE-Deleg-User アカウ

ン ト を、 指定したノードのローカル Administrators グループに追加します。

• 偽装ユーザー

この配布方法では、 ovpmad は HPOM コンソールを開始したユーザーの資格

情報を使用して、 エージェン ト を配布します。 このユーザーは、 ノードの管
理者権限を持っている必要があ り ます。

リモート  コンソールからエージェン ト を配布する場合は、

HP-OVE-Deleg-User アカウン トに委任権限が与えられている必要があ り ま

す。 これは、 Windows がダブルホップ偽装をサポート していないためです。

• 別の資格情報を使用

この配布方法では、 代替ユーザーのユーザー名とパスワードを入力する必要
があ り ます。 ovpmad は、 これらの資格情報を使用してエージェン ト  ソフ ト

ウェアを配布します。 指定されたユーザー アカウン トは、 ノードに対する

管理アクセス権限を持っていなければなり ません。
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Windows ノード  セキュリテ ィの設定ツール

「Windows ノード  セキュ リ ティの設定」 ツール (OveConfig.exe) を以後も使用する

場合は、 コンソールから このツールを手動で実行するか、 このツールを使用して 
Windows 管理ノードをインス トールまたは更新するよ う  HPOM 管理サーバーを

設定します。1 

ログインしているユーザーの設定に基づいて、 ユーティ リ ティがいくつかのセ
キュ リ ティ設定を試行し、 結果を報告します。 具体的には、 HP-OVE-Deleg-User 
アカウン トが、 管理ノードのローカル Administrators グループの一部であるかど

うかを調べます。 グループに含まれない場合、 HPOM はそのアカウン ト をグ

ループに追加します。 また、 このアカウン トに 「バッチ ジ ョブと してログオン」

と 「サービス と してログオン」 の権限があるこ とを確認します。

セキュ リ ティの設定に失敗した場合 ( たとえばノードが稼動していない場合 ) に
は、 それを知らせる メ ッセージが表示され、 そのノードに対するセキュ リ ティの
設定は中止されます。 この場合は、 問題を解決し、 Windows ノード  セキュ リ

ティの設定ツール ([ ツール ] → [HP Operations Manager ツール ] → [Windows ノー

ド  セキュリテ ィの設定 ]) を使用して、 設定が失敗したノードのセキュ リ テ ィ を手

動で設定する必要があ り ます。 HP-OVE-Deleg-User アカウン トが既にそのノード

のローカル Administrators グループのメンバであ り、 適切な権限を付与されてい

る場合は、 この設定の失敗を無視できます。

1. [ サーバーの設定 ] ダイアログ ボッ クスを使用し、 「ポ リ シー管理と配布」
名前空間で Windows ノード  セキュ リ ティの設定ツールを有効にします。エキ
スパート  モードに切り替え、 該当する値を  true に設定してください。
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管理ノードで使用されるアカウン ト

こ こでは、 管理ノード上の各種 HPOM アカウン トについて説明します。

• Local System アカウン ト  (Windows 管理ノード )

• root (UNIX 管理ノード )

LocalSystem アカウン ト

HPOM for Windows エージェン ト  パッケージは、 デフォルトで Local System アカ

ウン ト を使用してインス トールされます。

Local System アカウン トは、 Windows オペレーティング システムによ り作成さ

れ、 常に存在します。 このアカウン トは、 デフォルトでローカル Administrators 
グループのメンバです。 また、 パスワードは設定されていません。 通常は、 ほと
んどの Windows サービスでこのアカウン ト を使用します。

デフォルトの LocalSystem アカウン トの利点

次のよ うな利点があるため、 デフォルトの LocalSystem アカウン トの使用を強く

お勧めします。

• 管理ノードに他のアカウン トが追加されない。

• Active Directory 環境でのエージェン ト  インス トールの問題を回避できる。

• パスワード  ポ リシーと矛盾しない。

• ローカル アカウン ト を許可しないド メ イン  ポ リシーと矛盾しない。

• 必要な特権またはユーザー権限を除去する ド メ イン  ポ リ シーと矛盾しない。

Smart Plug-in for Exchange Server など、 特定の SPI の向上した機能を利用でき

ます。 詳細は、 各 SPI のドキュ メン ト を参照して ください。

OVO 7.10 以前で使用されていた opc_op および HP ITO Account アカウン トは、

廃止されました。
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UNIX システムの root エージェン ト  アカウン ト

UNIX システムでは、 root がエージェン ト  アカウン ト と して使用されます。 イン

ス トール時に opc_op ユーザー アカウン トが作成されるため、 ツールの実行には

このアカウン ト を使用できます。
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 管理サーバーで使用されるアカウン ト

こ こでは、 管理サーバー上の各種 HPOM アカウン トについて説明します。

• HP-OVE-User ( ユーザー アカウン ト )

• HP-OVE-Deleg-User ( ユーザー アカウン ト )

• HP-OVE-Group ( グループ アカウン ト )

• HP-OVE-ADMINS ( グループ アカウン ト )

• HP-OVE-OPERATORS ( グループ アカウン ト )

HP-OVE-User と  HP-OVE-Deleg-User

HP-OVE-User ユーザーと  HP-OVE-Deleg-User ユーザーは、 ユーザー アカウン ト
です。 HPOM は、 インス トール時に指定されたパスワードを使用して、 管理
サーバー システムにこれらのアカウン ト を作成します。

HPOM が自動で作成するのではなく 、 ユーザー自身がインスト ール前またはイン
ス ト ール中にこ れら のユーザーを作成する こ と も でき ます。 HP-OVE-User ユー
ザーおよび HP-OVE-Deleg-User アカウント は、通常のド メ イン  ユーザー アカウン
ト と してく ださい。さ らに、 HP-OVE-Deleg-User には、管理サーバーに対するロー
カル管理者権限が必要です。 こ れらのユーザーをド メ イン管理ユーザーのメ ンバ
にすると 、 所定のド メ イン内のすべての Windows 管理ノ ード に対する管理アクセ
ス権限が HPOM 管理サーバーに付与されるため、 お勧めできません。 また、 実際
のユーザーがログオンに使用するアカウント を選択するこ と も避けてく ださい。

HP-OVE-Deleg-User アカウン ト を自分で作成する場合、 このアカウン トでログオ
ンして HPOM 管理サーバーをインス トールしないでください。

• HP-OVE-User

HP-OVE-User ユーザーは、 HP-OVE-ADMINS グループおよび Users グループ
のメンバです。 ポ リシーの管理と配布プロセス以外の HPOM 管理サーバー 
プロセスはこのアカウン トで実行されます。

HPOM 8.10 for Windows では HP-OVE-Group アカウン トが存在しないため、
HP-OVE-User ユーザーは、 このグループのメンバではあ り ません。

HPOM では、 HPOM 管理サーバーのインス トール後に、 セキュ リ ティ  コンテキ
ス ト を変更できません。 変更するには、 HPOM 管理サーバーの再インス トール
が必要になり ます。 そのため、 適用するセキュ リ ティ要件をよ く検討した うえ
で、 HPOM 管理サーバーをインス トールして ください。
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• HP-OVE-Deleg-User

HPOM 8.10 for Windows では、 ポ リ シーの管理と配布プロセス  (ovpmad) は
HP-OVE-Deleg-User ユーザー アカウン トで実行されます。 HPOM が Windows
ワークグループ環境にインス トールされている場合、 このアカウン トはロー
カル アカウン ト です。 HPOM が Windows ド メ インにインス トールされてい

る場合は、 HP-OVE-Deleg-User はド メ イン アカウン ト と して、 デフォルトで

委任権限が設定されています。 HPOM のインス トール時に、 このユーザーに

委任権限を与えるかど うかを指定できます。 HP-OVE-Deleg-User ユーザーは、

HP-OVE-ADMINS グループおよび Users グループのメンバです。

委任権限は、 ターゲッ ト  ノードにログオンしているユーザーの資格情報を

使用して、 ポ リ シーの管理と配布プロセスを実行できるよ うにします。 [ 偽
装ユーザー ] オプシ ョ ンを使用して、 リモート  コンソールから  Windows オペ

レーティング システムを実行している ノードに HTTPS エージェン ト を配布

する場合、 委任権限が必要になり ます。

HP-OVE-Deleg-User の委任権限の設定

自動で HP-OVE-Deleg-User アカウン ト を作成しない場合、 ユーザー自身がこの
アカウン ト を作成できます。 [ 偽装ユーザー ] オプシ ョ ンを使用して、 リモート  コ
ンソールから  Windows エージェン ト を配布する場合は、 作成したユーザー アカ
ウン トが委任について信頼されている必要があ り ます。 信頼されていない場合
は、 エージェン ト を配布する と きに、 [PMAD ユーザー ] または [ ユーザー名 / パス

ワード ] オプシ ョ ンを使用する必要があ り ます。

場合によっては、 その Active Directory ユーザーの [ プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスで適切なオプシ ョ ンを選択するこ とで、 委任についての信頼を設定でき
ます。 しかし、 Active Directory がデフォルトでは適切なオプシ ョ ンを表示せず、
Active Directory の追加設定の実行が必要になる場合もあ り ます。

たとえば、 Microsoft が提供する  setspn コマンドを使用した、 ユーザー アカウ
ン トのサービス  プリ ンシパル名 (SPN) の登録が必要になる場合があ り ます。 こ
のコマンドの構文は、 次のとおりです。

setspn -A <サービス >/<ホスト 名 > <ド メ イン >\<ユーザー >

たとえば、 ユーザー example\HP-OVE-Deleg-User の SPN と して ovpmad/
manager1.example.com を登録するには、 次のコマンドを使用します。

setspn -A ovpmad/manager1.example.com example\HP-OVE-Deleg-User

詳細は、Microsoft が提供する  Active Directory のド キュメ ント を参照してく ださい。
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HP-OVE-Group

HP-OVE-Group アカウン トは、 HPOM 8.10 for Windows の新しいインス トールに

は存在しません。 以前のバージ ョ ンでは、 このグループ アカウン トは 
HP-OVE-User を含み、 Windows 管理ノード上のローカル Administrators グループ

に追加されました。 これによ り、管理サーバーから対象ノードへのエージェン ト  
パッケージの自動配布が可能となっていました。

OVO 7.50 for Windows から  HPOM 8.10 for Windows へのアップグレードでは、

HP-OVE-Group アカウン トは使用されなくな り、 HP-OVE-Deleg-User ユーザーが

追加されました。 ポ リ シーの管理と配布プロセス  (ovpmad) は、 このユーザーを

使用して、 既存の Windows DCE 管理ノードに対しエージェン ト  パッケージの配

布やアップグレードを実行できます。

HP-OVE-ADMINS と  HP-OVE-OPERATORS

HP-OVE-ADMINS と  HP-OVE-OPERATORS は、 グループ アカウン トです。

HPOM インス トールによ り、 管理サーバー システム上でローカルに、 またはド

メ イン内にこれらのグループが作成されます。 HPOM が自動で作成するのでは

なく、 ユーザー自身がインス トール前またはインス トール中にこれらのグループ
を作成するこ と もできます。

グループは HPOM 製品の有効なユーザーを識別するために使用します。 これら

のグループのメンバである  Windows ユーザーは、 そのグループに関連するタス

クを実行できます。

• HP-OVE-ADMINS

HP-OVE-ADMINS のメンバである  Windows ユーザーは、 HPOM の管理者と

みなされ、 管理タスク  ( ノードの追加、 ポ リ シーの設定と配布など ) を実行

できます。

HPOM 管理者は、 Windows ド メ イン管理者と同じではあ り ません。 HPOM 
管理者は、 すべての管理ノードに対して管理権限と同様の権限を  ( エージェ

ン ト を介して ) 持つため、 信頼されたユーザーでなければなり ません。
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• HP-OVE-OPERATORS

HP-OVE-OPERATORS グループのメンバは HPOM のオペレータであ り、 コ

ンソール ( 特にメ ッセージ ブラウザ ) の監視やメ ッセージへの対応などのタ

スクを実行します。

ユーザーに 1 つ以上のユーザー ロールを付与して、 各 HPOM ユーザーの責任を

よ り詳細に設定できます。 ユーザー ロールの詳細は、 オンライン ヘルプの 「環

境の管理」 → 「ユーザー ロールの設定」 以下の ト ピッ クを参照して ください。

HPOM 8.10 for Windows では、 管理サーバー システムのローカル管理

者は、 自動的に HP-OVE-ADMINS グループに追加されません。 つま

り、 これらの管理者は自動では HPOM 管理者になり ません。

HPOM のインス トール後、 インス トールを行ったユーザーには 
HPOM 管理者の権限が与えられます。 この権限を無効にするには、 コ

ンソールで [ ツール ] → [HP Operations Manager ツール ] → [ インストー

ル ユーザーの権限の削除 ] ツールを実行します (HPOM 管理者のみがこ

のツールを実行できます。 インス トールを行ったユーザーや HPOM 
オペレータには、 このツールを実行する権限があ り ません )。

HP-OVE-User および HP-OVE-Deleg-User ユーザー アカウン ト と、

HP-OVE-ADMINS および HP-OVE-OPERATORS グループ アカウン ト を混同しな

いよ うにして ください。 HP-OVE-User および HP-OVE-Deleg-User ユーザー アカ

ウン トは、 実行時に配布目的で管理サーバー プロセスによって使用されます。

HP-OVE-ADMINS および HP-OVE-OPERATORS グループ アカウン トは、 HPOM 
製品の有効なユーザーを識別するために使用します。
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インストール権限の要件

インス トール時に、 HPOM は以下のタスクの実行を試みます。

• ユーザー アカウン ト とグループ アカウン トの作成

HPOM のユーザー アカウン ト とグループ アカウン トが、 選択されたド メ イ

ンにまだ作成されていない場合、 HPOM によ りそれらが作成されます。 問題

なく作成するには、 HPOM 管理サーバー インス トールを実行する  Windows 
ユーザーが、 ド メ イン  コン ト ローラ上でユーザー アカウン ト とグループ ア
カウン ト を作成できる権限を持っていなければなり ません。 さ らに、 既存の 
HP-OVE-Deleg-User ユーザーに委任権限が付与されていない場合に、

HP-OVE-Deleg-User アカウン トに委任権限を設定できる権限を持っている必

要もあ り ます。

親の ADS ド メ インでこれらのアカウン ト を作成する と きは、 インス トール

を行うユーザーがリ ソースや子ド メ インに対する ド メ イン管理者であって
も、 権限が十分でないこ とがあ り ます ( 通常、 管理上の信頼関係は推移的ま

たは一方向ではあ り ません )。 こ う した要件を満たしている場合、 HPOM 管
理サーバーをインス トールする前に、 手動で HPOM ユーザー アカウン ト と

グループ アカウン ト を該当するレベルに作成できます。

• 既存のユーザーの認証

HP-OVE-User および HP-OVE-Deleg-User ユーザー アカウン ト が既に利用で

きる場合、 HPOM インス トールで、 HP-OVE-User および HP-OVE-Deleg-User
の通常の認証が実行されます ( 有効なパスワードが必要 )。 この場合、 インス

トールを行うユーザーはド メ イン管理権限を持つ必要はあ り ません。 ド メ イ
ン  ユーザーは、 ローカル Administrators グループのメンバであれば十分です。

HPOM 管理サーバーのインス トールに HP-OVE-Deleg-User アカウン ト を使用

するこ とはできません。
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サポート されない設定

HP Operations Manager for Windows (HPOM) は、 次のよ うな設定をサポート して

いません。

• HPOM をネッ ト ワーク  ド ラ イブにインス トールする。

• 暗号化されたファ イル システム。

• 固定 IP アドレスを使用せずに、 DHCP を使用して管理サーバーを設定する  
(DHCP は管理ノードではサポート されます )。

• HPOM 管理サーバーが、 ド メ イン コン ト ローラでサポート されていない。

• HPOM を VMWare の共有フォルダからインス トールする。
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アップグレードを行う場合

HP OpenView Operations for Windows の以前のバージ ョ ンから  HP Operations 
Manager 8.10 for Windows にアップグレードする場合、 HPOM 8.10 for Windows の
インス トール前にいくつかの手順を実行する必要があ り ます。 現在インス トール
されている製品によっては、 データおよび作成したカスタム  ポ リシーを保存し

ます。 この処理を簡単に実行するためのツールが用意されている場合もあ り ま
す。 『HP Operations Manager 8.10 for Windows アップグレード  ガイ ド』 を参照し

て ください。

現在の製品をアンインス トールする場合は、 現在のバージ ョ ンに該当するアッ
プグレード  ガイ ドを読んでから行って ください。 アンインス トールを行う と、

管理サーバーのデータは削除され、 復元できな くなる場合があ り ます。
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HPOM インストール パッチ

HPOM 8.10 for Windows は、 インス トールにパッチを適用する機能を備えていま

す。 インス トール パッチと製品 DVD を使用して、 最新の製品インス トールを実

行できます。

HPOM 8.10 for Windows のインス トール パッチは、 HP サポートから入手できま

す。 インス トール パッチは、 定期的に公開される製品パッチとは異なり、 通常

はインス トール関連の問題のみを対象と しています。 HPOM 8.10 for Windows の
インス トールが設定済みで稼動している場合は、 インス トール パッチは必要あ

り ません。

インストール パッチの使用

パッチをダウンロード した後、 パッチによ り製品のインス トールが開始されま
す。 インス トールには元の DVD メディアが必要です。 パッチに付属のドキュ メ

ン トには、 追加情報が記載されています。 このドキュ メン ト をよ く読んでから、
インス トール パッチを使用して製品をインス トールして ください。
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ファイアウォール環境での HPOM のインストール

『Firewall Concepts and Configuration Guide』

ファ イアウォール環境の詳細については、 『HPOM Firewall Concepts and 
Configuration Guide』 を参照して ください。 このガイ ドでは、 ファ イアウォール

を介した通信に関する  HPOM の設定方法や、 HPOM と組み合わせて使用する  
Windows ファ イアウォールの設定方法について説明しています。

『HPOM Firewall Concepts and Configuration Guide』 は、 製品 DVD に収録されてい

ます。 また、 インス トール後は、 %OvInstallDir%\paperdocs\en ディ レク

ト リにも格納されています。

管理サーバーのインストール

通常は、 HPOM 管理サーバーをインス トールする前に、 ファ イアウォール サー

ビスを無効化する必要はあ り ません。

ただし、 リモート  データベースを使用する場合は、 インス トール中に管理サー

バーがリモート  データベースに接続できるよ うに、 ファ イアウォールを正し く

設定する必要があ り ます ( 詳細は、 27 ページの 「データベース要件」 を参照し

て ください )。

管理サーバーをインス トールした後、 『HPOM Firewall Concepts and Configuration 
Guide』 の説明に従って、 ファ イアウォールと  HPOM を設定して ください。

HPOM 管理サーバーは、 Firewall Client サービスを実行している  Microsoft 
Internet Security and Acceleration Server (ISA Server) と と もにシステムにインス

トールするこ とはできません。 HPOM のインス トールを開始する前に、 この

サービスを停止する必要があ り ます。 インス トールが終了したら、 サービスを
再開して ください。

ISA Server Firewall Client のインス トールは、 HPOM のインス トールが完了した

後に実行するこ とをお勧めします。
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Windows ファイアウォールが有効な管理サーバーのインストール

システムに管理サーバーをインス トールする際、 インス トール ウ ィザードで、

リモート  コンソールとの通信に使用するファ イアウォールの設定を選択する画

面 ( 下図 ) が表示されます。
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リモート  コンソールのインストール

リモート  コンソールをインス トールするシステムで、 ファ イアウォール サービ

スを無効化する必要はあ り ません。 リモート  コンソールをインス トールした後、

『HPOM Firewall Concepts and Configuration Guide』 の説明に従って、 ファ イア

ウォールと  HPOM を設定して ください。

Windows ファイアウォールが有効なリモート  コンソールの

インストール

リモート  コンソールをインス トールする際、 インス トール ウ ィザードで、 管理

サーバーとの通信に使用するファ イアウォールの設定を選択する画面 ( 下図 ) が
表示されます。
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3 HPOM の標準インストール
HPOM の標準インス トールは、 ク ラスタ化されていない通常の Windows サー

バーで行います。 この章で説明する内容は次のとおりです。

• HPOM 管理サーバーおよびコンソールのインス トール

• リモート  コンソールのインス トール

• サイレン ト  モードまたは非対話モードでのリモート  コンソールのインス

トール

• 高度なセキュア環境への HPOM のインス トール

こ こでの説明は、 Windows のセキュ リ ティに関する概念と用語を理解している  
Windows 管理者を対象と しています。

HPOM を初めてインス トールする場合は、 ビジネス環境で使用する前に 1 つ以

上のテス ト用システムにインス トールして、 HPOM に習熟するこ とをお勧めし

ます。

既にインス トールされている  HP OpenView Operations 6.00 (VantagePoint for 
Windows)、 HP OpenView Express、 HP OpenView Operations for Windows 7.00、
7.10、 7.21、 7.50 のバージ ョ ンを、 新しいバージ ョ ンにアップグレードする場合

は、 現行インス トールに適したアップグレード  ガイ ドを参照して ください。

アップグレード  ガイ ドは、 インス トール メディアに .pdf または .htm 形式で保存

されています。 このガイ ドには、 アップグレード、 エージェン トのアップグ
レード、 およびポ リシーのアップグレード前のデータ保存の手順が記載されて
います。 マニュアルを注文する と、 印刷されたアップグレード  ガイ ド も入手で

きます (HPOM 8.00 for Windows 以前のバージ ョ ンのみ )。
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ターミナル サービスによる HPOM のインストール

ターミナル サービスがリモート管理モードで実行されている場合、 HPOM 管理

サーバーと リモート  コンソールを リモート  デスク ト ップ接続セッシ ョ ン、 また

はターミナル サービス  セッシ ョ ンを通じてインス トールできます。
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管理サーバーおよびコンソールのインストール

管理サーバーをインス トールするには、 ローカル Administrators グループのメン

バである必要があ り ます。 ド メ インの一部である管理サーバーをインス トールす
る場合は、 ド メ イン ユーザーであるこ と も必要です。 HPOM でセキュ リ ティの

ために使用するアカウン トのド メ イン、 グループ、 ユーザー、 およびユーザー 
パスワードの入力が求められます。 インス トール手順については、 55 ページの

「管理サーバーおよびコンソールのインス トール」 を参照して ください。 HPOM 
のインス トールによって新しいド メ イン  アカウン トが作成される場合は、 ロー

カル管理者ではなく、 ド メ イン管理者と してログオンする必要があ り ます。

インス トール時に、 Windows はインス トールを実行しているユーザーの SID ( セ
キュ リ ティ識別子 ) をルッ クアップしよ う と します。 これは、 管理サーバーのコ

ンピュータ  アカウン トが Active Directory 内のオブジェク ト を参照できる場合に

のみ機能します。 デフォルトでは、 この権限は有効化されています。 コンピュー
タのアカウン トから権限を取り除く こ とでセキュ リ ティ を強化している場合は、
管理サーバーのインス トール中は、 この権限を再度有効化してください。

HPOM を使用できるよ う システムを設定するために、 インス トール中は WMI 
(Windows Management Instrumentation) サービス と  World-Wide-Web Publishing 
Server サービスを一時的に停止し、 再開する必要があ り ます。 インス トールを開

始する前に、 この中断と再開が他のアプリ ケーシ ョ ンに影響しないこ とを確認し
て ください。

HPOM の正しいインス トールの妨げとなるエラーと警告については、 付録 A
「システム要件のチェッ ク」 を参照して ください。

HPOM では、 管理サーバーをド メ イン コン ト ローラにインス トールするこ とは

できません。 サポート されない設定については、 46 ページの 「サポート されな

い設定」 を参照して ください。
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リモート  コンソールのインストール

リモート  コンソールをインス トールするには、 インス トールを行うユーザーに
ローカル管理者権限が必要です。

リモート  コンソールから  HPOM サーバーに接続するには、 リモート  コンソール
を実行している ド メ イン ユーザーが、 次のいずれかの条件を  ( 直接的に、 また
はグループ メ ンバと して間接的に ) 満たしている必要があ り ます。

• ユーザー グループ HP-OVE-ADMINS のメンバ

リモート  コンソールのド メ イン ユーザーは HPOM for Windows の管理者と し
て認識されます。

• ユーザー グループ HP-OVE-OPERATORS のメンバ

ユーザーは HPOM for Windows のオペレータ と して認識されます。

HPOM の正しいインス トールの妨げとなるエラーと警告については、 付録 A
「システム要件のチェッ ク」 を参照して ください。

Windows XP SP2 上のリモート  コンソールに必要な設定

Windows XP SP2 上のリモート  コンソールから管理サーバーに接続する前に、 管
理サーバー システムの DCOM 設定を調整する必要があ り ます。

管理サーバーのインス トールでは、 通常はこれらの変更が自動的に行われます。
しかし、 管理サーバー システム上のカスタム セキュ リ テ ィ設定によって、 この
よ う な変更が妨げられるこ とがあ り ます。 そのため、 場合によっては、 dcomcnfg 
で、 HP-OVE-OPERATORS グループと  HP-OVE-ADMINS グループに対して 
DCOM アクセス権限を追加する必要があ り ます。 dcomcnfg はコマンド ラインで
起動するか、 [ スタート ] → [ ファイル名を指定して実行 ] から実行します。

1 \ コンソール ルート \コンポーネント  サービス \コンピュータ \マイ  コン
ピュータに移動します。

2 右ク リ ッ ク して、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロパティ ] を選択します。

3 [COM セキュリテ ィ ] タブを選択します。

4 [ アクセス許可 ] セクシ ョ ンの [ 制限の編集 ] をク リ ッ ク します。
HP-OVE-ADMINS グループと  HP-OVE-OPERATORS グループを追加します。
これらのグループにローカル アクセスと リモート  アクセスを許可します。 [OK] 
をク リ ッ ク します。
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5 [ 起動とアクティブ化のアクセス許可 ] セクシ ョ ンの [ 制限の編集 ] をク リ ッ ク し
ます。 HP-OVE-ADMINS グループと  HP-OVE-OPERATORS グループを追加
します。 これらのグループに、 利用できる権限 ( 全部で 4 つ ) をすべて付与
します。 [OK] をク リ ッ ク します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 [ マイ コンピュータのプロパティ ] ダイアログ ボッ クス
を閉じます。

7 \ コンソール ルート \コンポーネント  サービス \コンピュータ \マイ  コン
ピュータ \DCOM の構成\ovpmad に移動します。 右ク リ ッ ク して、 シ ョート
カッ ト  メニューから  [ プロパティ ] を選択します。

8 [ セキュリテ ィ ] タブを選択します。

9 [ 起動とアクティブ化のアクセス許可 ] と  [ アクセス許可 ] の両方を、 [ カスタマイ

ズ ] に変更します。

10 [ 起動とアクティブ化のアクセス許可 ] リ ス トには、 System アカウン ト、
HP-OVE-ADMINS ユーザー グループ、 HP-OVE-OPERATORS ユーザー グ
ループ、 Windows ローカル Administrators グループが含まれている必要があ
り ます。 これらのすべてに対し、 利用できる権限をすべて付与してくださ
い。 その他のエン ト リはすべて削除できます。

11 [ アクセス許可 ] リ ス トには、 System アカウン ト、 HP-OVE-ADMINS ユーザー 
グループ、 HP-OVE-OPERATORS ユーザー グループ、 Windows ローカル 
Administrators グループが含まれている必要があ り ます。 System アカウン ト
には、 ローカル アクセスのみが必要です。 これらすべてのグループに対し、
利用できる権限をすべて付与して ください。 その他のエン ト リはすべて削除
できます。

12 [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

13 OvOWReqCheck、 OvOWReqCheckSvr、 DNSDiscovery、 ovadsprov、
ovdnsprov、 ovnetprov、 ovnnmprov、 ovunmagtprov の各エン ト リについて、 上
記の ovpmad での設定手順を繰り返します。

14 [Windows Management and Instrumentation] のプロパティを開きます。

15 [ 起動とアクティブ化のアクセス許可 ] と  [ アクセス許可 ] の両方を、 [ カスタマイ

ズ ] に変更します。

16 [ 起動とアクテ ィブ化のアクセス許可 ] リ ス トには、 デフォルトの設定のほか、
HP-OVE-ADMINS ユーザー グループ、HP-OVE-OPERATORS ユーザー グルー
プ、 Windows ローカル Administrators グループが含まれている必要があ り ま
す。 これらのすべてに対し、 利用できる権限をすべて付与してください。
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17 [ アクセス許可 ] リ ス トには、 デフォルトの設定のほか、 System アカウン ト、

HP-OVE-ADMINS ユーザー グループ、 HP-OVE-OPERATORS ユーザー グ
ループ、 Windows ローカル Administrators グループが含まれている必要があ

り ます。 System アカウン トには、 ローカル アクセスのみが必要です。 これ

らすべてのグループに対し、 利用できる権限をすべて付与してください。

18 [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。
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ライセンス情報

HPOM には、 この製品をインス トール後 60 日間使用できる試用版ライセンスが

付属しています。 HPOM コンソールを最初に起動する際に、 標準版ライセンス

のパスワードを入力する画面が表示されます。 標準版パスワードは、 こ こで取得
するこ と も、 後から取得するこ と もできます。 61 日目に達する と、 標準版ライ

センスを取得するまでこの製品を使用できな くな り ます。 85 ページの 「ラ イセ

ンス情報の入力」 を参照して ください。
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HPOM のインストール

HPOM メディア キッ トに含まれるその他の製品 (SPI やアドオンなど ) をインス

トールするこ と もできます。 ただし、 SPI やアドオンをインス トールするには、

HPOM を最初にインス トールするか、 HPOM が既にインス トールされている必

要があ り ます。

1 すべてのシステム要件が満たされているこ とを確認して ください。

2 開いているすべてのアプリ ケーシ ョ ンを閉じて、 再起動の必要性を最小限に
します。

3 コンソールと して使用するシステムの DVD ド ラ イブに HPOM 8.10 for 
Windows の DVD を挿入します。

— ド ライブの自動再生が有効な場合、インスト ールが自動的に開始されます。

— 自動再生が無効な場合は、 インス トール メディアのルートから  
Setup.exe を実行します。

インス トールには、 Microsoft.NET Framework や Microsoft Visual C++ 2005 再
頒布可能パッケージなどの前提条件が必要な場合があ り ます。 こ う した必要
なソフ ト ウェアを先にインス トールしてから、 HPOM ソフ ト ウェアのインス

トールを開始します。
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4 管理サーバーと コンソールをインス トールするには、 [ よう こそ ] ページの 
[ 次へ ] をク リ ッ ク します。 リモート  コンソール システムをインス トールす

るには、 [ リモート  コンソール ] をク リ ッ ク して [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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5 [ 必要条件チェ ック ] ページには、 HPOM の正しいインス トールの妨げとな

るエラーと警告が表示されます。 インス トールを続ける前に、 すべてのエ
ラーを解決する必要があ り ます。 インス トール時にチェッ ク されるハード
ウェアと ソフ ト ウェアの項目については、 付録 A 「システム要件のチェッ

ク」 を参照して ください。

エラーが検出されない場合は、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して操作を続けます。
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このウ ィンド ウには、 再起動されるサービスが表示されます。 再起動は、 インス
トール プロセスの実行中に自動的に行われます。 砂時計のカーソルで [OK] をク

リ ッ ク し、 使用許諾契約書の同意画面に進みます。
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6 [ 使用許諾契約 ] ページでは、 使用許諾契約書の内容に同意し、 [ 次へ ] をク

リ ッ ク してインス トールを継続します。 同意しない場合、 インス トールは
キャンセルされます。

標準版ライセンスの取得については、 85 ページを参照して ください。

7 [ 管理サーバーまたはリモート  コンソールの言語 ] ページで、 [ 言語 ] をク

リ ッ ク してインス トーラが使用する言語を選択します。

このウ ィザード  ページは、 システムで英語バージ ョ ンの Microsoft Windows 
オペレーティング システムが実行されている場合にのみ表示され、 これに

はマルチリ ンガル ユーザー インタフェース  (MUI) のシステムも該当します。

管理サーバーのインス トール時、 インス トーラはこ こで選択された言語を使
用して、 デフォルトのツール、 ポ リ シー、 および HPOM が提供するその他

のオブジェク ト を作成します。 これらの言語設定を後で変更するこ とはでき
ません。

インス トーラはデフォルトでは、 特定のポ リ シーが Windows OS SPI および 
UNIX OS SPI から自動配布されるよ う設定します。 こ こで選択された言語に

よって、 ポ リ シーの言語が決ま り ます。
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また、 こ こでの選択によって、 管理サーバーが実行時に使用する言語、 たと
えば管理サーバーが生成するエラー メ ッセージの言語などが決ま り ます。

MUI のシステムでは、 Windows でのユーザーの言語設定によって、 HPOM 
のコンソールおよびオンライン  ヘルプに表示される言語が自動的に決ま り

ます。 つま り、 こ こで選択した言語は、 HPOM のコンソールおよびオンライ

ン  ヘルプで表示される言語には影響しません。 このウ ィザード  ページは、

リモート  コンソールのインス トール時には表示されません。

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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8 [ ポリシー言語 ] ページで、 HPOM によ り提供されるポ リシーの言語を追加
で選択します。 デフォルトでは、 英語と、 管理サーバーについて選択した言
語 ( 英語ではない場合 ) のポ リ シーがインス トールされます。 その他の言語
のポ リシーをインス トールするには、 こ こで言語を選択します。

このウ ィザード  ページは、 管理サーバーで英語バージ ョ ンの Microsoft 
Windows オペレーティング システムが実行されている場合にのみ表示され、
これにはマルチリ ンガル ユーザー インタフェース  (MUI) のシステムも該当
します。

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。

9 [ インストール先フォルダ ] ページでは、 デフォルトのインス トール先ディ
レク ト リ を使用するか、 別のディ レク ト リ を指定して HPOM をインス トー
ルするかを選択できます。 こ こで選択したインス トール先ディ レク ト リは、
この DVD からインス トールする他の HP BTO Software 製品のデフォルト  
ディ レク ト リ と して使用され、 以後のインス トールではこのディ レク ト リ を
変更できません。 最初にインス トールする  HP BTO Software アプ リ ケーシ ョ
ンが、 HPOM と、 HP Reporter、 HP Performance Manager、 HP Performance 
Agent Software などのその他の HP BTO Software 製品のインス トール ディ レ
ク ト リ を決定します。
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デフォルトのインス トール先ディ レク ト リは次のとおりです。

C:\Program Files\HP\HP BTO Software\

a デフォルトのインス トール先ディ レク ト リにインス トールする場合は、
[ 次へ ] をク リ ッ ク します。

b デフォルト以外のディ レク ト リにインス トールする場合は、 適切な [ 参
照 ] ボタンをク リ ッ ク して、 [ フォルダの参照 ] ダイアログ ボッ クスを表

示します。

[ インストール先フォルダ ] ページの [ 参照 ] ボタンは、 HP BTO Software 
製品 (HPOM、 HP Reporter、 HP Performance Manager) の最初のインス

トールでのみ有効です。 その他の HP BTO Software 製品が既にインス

トールされている場合、 [ 参照 ] ボタンは無効化されます。

c [ フォルダの参照 ] ダイアログ ボッ クスで適切なディ レク ト リ を指定し、

[OK] をク リ ッ ク します。 ディ スク容量が不足している場合は、 [OK] をク

リ ッ ク したと きにメ ッセージが表示されます。

d [ インストール先フォルダ ] ページの [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
HPOM の標準インストール 67



10 [ アカウン ト  タイプ ] ページで、 使用するアカウン ト を指定し、 必要に応じ

てド メ イン名を選択します。

ド メ イン インス トール : 

ド メ イン  インス トールを行うユーザーは、 ド メ イン管理者でなければなり

ません。 または、 ド メ イン ルッ クアップ権限を持つローカル管理者がイン

ス トールを実行するこ と もできます。 この場合、 アカウン トが既に作成され
ていて、 委任ユーザーの委任権限が設定されている必要があ り ます。

ド メ イン  インス トール方法は、 HPOM 管理サーバーが Windows ド メ インの

メンバであるこ とを前提と しています。 この方法では、 選択したド メ インで
ド メ イン  アカウン ト  (HP-OVE-User および HP-OVE-Deleg-User) を新規作成

するか、 既存のものを使用します。

ド メ イン  インス トールでは、 HPOM サーバーは自動的に Windows ノードを

管理し、 このノードにエージェン ト  ソフ ト ウェアをインス トールします。

これは、 Windows ノードが管理サーバーと同じ ド メ インにあるか、 管理サー

バーのド メ インに適切な信頼関係が設定されている場合にのみ可能です。
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ローカル インス トール : 

このインス トール方法は、 Windows ド メ イン アカウン ト を必要と しません。

管理サーバーは、 ワークグループのメンバ、 または Windows ド メ インのメ

ンバのどちらでもかまいません。 このインス トール方法には、 次の制限があ
り ます。

— 一部の SPI 製品が使用するエージェン ト機能パッケージは自動配布でき

ないため、 Windows 管理ノードで手動インス トールする必要があ り ます

( 各 SPI については、それぞれのインス トール手順を参照して ください )。

— 管理サーバーが、 ド メ インのメンバではないワークグループに含まれる  
HPOM のインス トールでは、 リモート  MMC コンソールはサポート され

ません。 この場合は、 ターミナル サービスを使用して HPOM サーバー

に接続し、 サーバー上のコンソールを実行します。

ド メ イン  インス トール セッ ト アップ、 またはローカル アカウン ト  セッ

ト アップのいずれかを使用する  HPOM 管理サーバーではリモート  MMC 
コンソールはサポート されますが、HPOM サーバー システムと リモート  
コンソール システムが同一 Windows ド メ インに存在するか、 それと同

等の双方向ド メ イン信頼関係が設定されている必要があ り ます。

— 運用マシンにローカル アカウン ト  インス トールを行った場合、 それを

後から ド メ イン  アカウン トに変更するこ とはできません。

— 管理サーバーからエージェン トへの通信、 イベン ト、 ポ リ シー、 配布、
グラフ作成などは、 ローカル アカウン ト  インス トールの影響は受けま

せん。

— UNIX 管理ノードの場合は、 ド メ イン セッ ト アップまたはローカル アカ

ウン ト  セッ ト アップによる違いはあ り ません。
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11 [ 配布ユーザー アカウン ト ] ページで、 配布ユーザー アカウン トに関する必

要な情報を入力します。 委任権限の詳細については、 41 ページの 「管理

サーバーで使用されるアカウン ト 」 を参照して ください。

.
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12 [ 管理サーバー アカウン ト ] ページで、 次の設定を行います。

a [ ユーザー アカウン ト ] を指定するか、 デフォルト値をそのまま適用し

ます。

b 前の画面で配布ユーザーの設定に使用したも のと 同じパスワード を使用
してく ださい。 パスワード およびパスワード の確認を入力したら 、 [ 次へ ]
をク リ ッ ク します。

一度設定する と、 インス トール メディアから他の製品をインス トールする

場合にも、 このアカウン ト情報が使用されます。 リモート  コンソールのイ

ンス トールでは、 この画面は表示されません。
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13 [Administrators グループと  Operators グループ ] ページで、 ローカル グ
ループ アカウン ト を作成する場合は [ ローカル アカウン ト を使用 ] を選択し、

ド メ イン  グループ アカウン ト を作成する場合はド メ インを選択します。

続いて、 管理者グループとオペレータ  グループのアカウン ト を指定し、 [ 次
へ ] をク リ ッ ク します。
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14 [Microsoft SQL Server インスタンス ] ページで、 HPOM データベースで使
用する  SQL Server インスタンスの名前を追加し、 データベース  ファ イルを
配置する  SQL Server 上の場所のパスを指定します。 SQL Server サービスは、
HPOM ファ イルが配置されているディ レク ト リにアクセス可能なログインで
実行できます。 たとえば、 管理権限を持つログインや、 管理権限を持ってい
なくても対象のファ イルにアクセスできるログインです。

[ データベース ファイルの場所 ] ボッ クスに指定したパスが SQL Server システム
上に存在しない場合、 HPOM インス トールは自動でこの場所を追加します。

HPOM と と もにローカル SQL Server Express インスタンスをインス トールする場
合は、 [ インスタンス ] フ ィールドでまだ使用されていない名前を指定します。
フル SQL Server ( ローカルまたはリモート ) を使用する場合は、 HPOM のインス
トール前にフル SQL Server をインス トールしておく必要があ り ます。

利用できる  SQL サーバー インスタンスの リ ス ト を見るには、 [ リス トの取得 ] を
ク リ ッ ク します。 使用対象となるインスタンスの リ ス トが表示されます。

データベース  ファ イル用に十分なディ スク容量があるこ とを確認して ください。

データベース  ファ イルのサイズは、 管理するオブジェク トの数によって異なり

ます。
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リ ス トから リモート  データベース  インスタンスを選択できない場合は、 SQL 
Server が正し く設定されていない可能性があ り ます。 詳細は、 27 ページの

「データベース要件」 を参照して ください。

[ 次へ ] をク リ ッ クする と、 インス トール プログラムによ り、 このインスタンス

が存在するかど うかがチェッ ク されます。 ローカル インスタンスが存在しない

場合、 HPOM によ り  SQL Server Express がインス トールされます。

指定したフル SQL Server インスタンス  ( ローカルまたはリモート ) が存在し、 接

続できる場合は、 既存の openview データベースの確認が行われます。 データ

ベースが存在しない場合、 インス トール時に自動で追加されます。

openview データベースが既に存在している と きは、 インス トール時にそのデータ

ベースを削除して新しいデータベースを追加するかど うかを選択できます。

破損したデータが問題を引き起こす可能性があるため、 HPOM 8.10 for Windows
では、既存の openview データベースの再使用をサポート していません。古いデー

タを保持する場合は、 アップグレードまたは移行を実行する必要があ り ます。
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指定された リモート  インスタンスが存在しないか接続できない場合は、 接続が

有効かど うか、 および名前が正しいかど うかを確認するよ う メ ッセージが表示さ
れます。

指定したインスタンスが リモート  SQL Server Express インスタンスである場合、

リモート接続が可能であればインス トールは継続されます。 ただし、 この状況
は HPOM ではサポート されていません。
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15 デフォルト以外のポート を使用する と きは、 [Microsoft Internet 
Information Services ポート ] ページで、 Internet Information Services (IIS) の 
HTTP および HTTPS ポート を変更します。 [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 [ ファイア

ウォールの設定 ] ページに進みます。
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16 管理サーバーで Windows ファ イアウォールが有効になっていて、 HPOM イ
ンス トールの際に必要なルールを作成する場合は、 [ ファイアウォールの設

定 ] ページで [Microsoft Windows ファイアウォール ルールの設定 ] を選択しま

す。 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ インス トール準備完了 ] ページに進みます。
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17 [ インストール準備完了 ] ページで [ インストール ] をク リ ッ ク します。 イン

ス トールが開始されます。
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18 各インス トール コンポーネン トがそれぞれのステータス  ダイアログを表示

します。 たとえば、 ラ イセンス  コンポーネン ト 、 コア コンポーネン ト、

SQL Server コンポーネン ト、 および SPI が製品に含まれます。 インス トール

の間、 定期的に進捗ウ ィンド ウが表示されます。 インス トールが完了した項
目と インス トール中の項目についての詳細が示されます。

システムの処理速度によって、 インス トール プロセスには数分から  1 時間以

上かかり ます。 インス トールが完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 [ インス

トール終了 ] ページに進みます。

 

HPOM 管理サーバーに SQL Server コンポーネン ト  (Client Tools など ) が既にイン

ス トールされている場合、 インス トール中に以下のメ ッセージがダイアログ 
ボッ クスに表示されます。

「Warning 28213. Warning: SQL Server Setup cannot install this feature because a 
different edition of this feature is already installed. For more information, see 'Version and 
Edition Upgrades' in SQL Server Books Online.」
このメ ッセージを承認して、 HPOM インス トールを続けます。
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19 [ インストール終了 ] ページが表示される と、 インス トールは終了です。

[ 終了 ] をク リ ッ ク してインス トールを終了します。

完了したインス トールの詳細を確認するには、 [ 結果ログ ファイルの表示 ] 
チェッ クボッ クスをオンにします。

インス トール プログラムの終了時に、 基本ト レーニング チュート リ アルを

参照するよ うに求められます。 [ インス トール終了 ] ページで [ チュート リア

ル開始 ] をク リ ッ ク します。 このチュート リ アルは、 HPOM の機能と製品概

要を紹介し、 HPOM の操作を始める前に行う必要がある設定と配布の手順を

詳細に説明します。
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サイレント  モードまたは非対話モードでの管理

サーバーまたはリモート  コンソールのインスト ール

設定ファ イルと コマンド ライン  パラメ ータを使用して、 サイレント  モード または
非対話モード で管理サーバーまたはリ モート  コンソールをインスト ールできます。

Setup.exe では以下のパラ メータを使用できます。

• /qn は、 サイレン ト  モード  ( 進捗情報の表示なし、 ユーザー インタフェー
スなし ) を指定します。

サイレン ト  インス トールを開始するには、 次のコマンド構文を使用します。

Setup.exe /qn /configfile:<設定ファイル > /sourcedir:<ディ レクト リ >

• /qr は非対話モード  ( 進捗情報の表示あ り、 ユーザー インタフェースなし ) 
を指定します。

非対話式インス トールを開始するには、 次のコマンド構文を使用します。

Setup.exe /qr /configfile:<設定ファイル > /sourcedir:<パス >

サイレン ト  モードまたは非対話モードで使用する設定ファイル

対話式のインス トールで指定するすべての設定値を、 設定ファイルに XML 形式
で指定します。 設定ファ イルのサンプルは、 インス トール メディアの次の場所
にあ り ます。

• Documentation\Unattended Install\RemoteConsole.config

• Documentation\Unattended Install\ManagementServer.config

サイレン ト  モードまたは非対話モードでク ラスタ  ノードにインス トールするた
めの設定ファイルの例も用意されています。 詳細は、 135 ページの 「サイレン ト  
モードまたは非対話モードでのク ラスタ  ノードへのインス トール」 を参照して
ください。

通常、 Microsoft .NET Framework のインス トールには数分を要し、 その間、 進捗

を示す情報は何も表示されません。

インス トールを開始する前に、 設定ファ イルの構文と値をチェッ クするこ とは
できません。
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サンプルの設定ファ イルのいずれかを他の場所にコピーして、 必要なフ ィールド
を編集します。 フ ィールドの詳細については、 60 ページの 「HPOM のインス
トール」 に示す対応するウ ィザード  ページのドキュ メン ト を参照して ください。

設定ファイルには、サイレン ト  モードまたは非対話モードでアップグレードや移

行を行うためのオプシ ョ ンもあ り ます。ただし、アップグレードや移行には、setup
コマンドでは自動的に実行されない手順が含まれています。サイレン ト  モードや

非対話モードで実行されるのは、HPOM インス トール ウ ィザードで通常ユーザー

が行う手順のみです。 アップグレード と移行の詳細は、 『HP Operations Manager
8.10 for Windows アップグレード  ガイ ド』 を参照して ください。

次に、 管理サーバーおよびコンソールを、 サイレン ト  モードまたは非対話モー
ドでインス トールするための設定ファ イルの例を示します。

管理サーバー インストール用の設定ファイルの例

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>
<configuration>

<!-- Use the appSettings section to define an unattended install
session. -->

<appSettings>
<!--Valid values: "server" or "console". Case insensitive. -->
<add key="ProductType" value="server" />

<!-- The destination directory for application files. -->
<add key="InstallDir" value="c:\Server\" />

<!-- The destination directory for product data files. -->
<add key="DataDir" value="C:\Server\data\" />

<!-- Acknowledgement of the license agreement. Valid values:
"yes" or "no". -->
<add key="AgreeToLicense" value="yes" />

<add key="CreateFirewallRules" value="yes" />

<!-- Valid values: "single", "primary", or "subsequent". Case 
insensitive. -->
<add key="ClusterMode" value="single" />

サイレン ト  モード と非対話モードがサポート されるのは、 HPOM 8.00 から  
HPOM 8.10 への移行とアップグレードに限られます。 HPOM 7.50 からの移行と

アップグレードは、 サイレン ト  モードや非対話モードで行う こ とはできません。
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<add key="InstanceNameFull" value="[local machine]\OVOPS" />

<!-- The absolute path to the database files directory. -->
<add key="DatabaseFilesPath" value="c:\database\OVOPS\" />

<add key="HPOM Users Domain" value="DOMAIN" />

<!-- The account name of the HP-OVE-User. -->
<add key="HP-OVE-User Username" value="HP-OVE-User" />

<!-- The password for the HP-OVE-User. -->
<add key="HP-OVE-User Password" value="" />

<!-- The account name of the HP-OVE-Deleg-User. -->
<add key="HP-OVE-Deleg-User Username" value="HP-OVE-Deleg-User" />

<!-- The password for the HP-OVE-Deleg-User. -->
<add key="HP-OVE-Deleg-User Password" value="" />

<add key="EnableDelegation" value="yes" />

<!-- HPOM roles groups setup. -->
<add key="HPOM Roles Domain" value="[local machine]" />
<add key="HP-OVE-Admins Roles Group" value="HP-OVE-ADMINS" />
<add key="HP-OVE-Operators Roles Group" value="HP-OVE-OPERATORS" />

<!-- IIS configuration -->
<add key="HTTPPort" value="81" />
<add key="HTTPSPort" value="444" />

<!-- Policy languages -->
<add key="UploadEnglishPolicies" value="yes" />
<add key="UploadJapanesePolicies" value="no" />
<add key="UploadKoreanPolicies" value="no" />
<add key="UploadChinesePolicies" value="no" />

<!-- Optional values used for migration -->
<!-- Valid values: "UpgradeKeepData", "DownloadData", or
"UploadData". Case insensitive. -->
<add key="MigrationCase" value="UpgradeKeepData" />

<!-- The path to the migration data -->
<add key="MigrationDataPath" value="C:\migrationdata\" />

</appSettings>
</configuration>
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リモート  コンソール インストール用の設定ファイルの例

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>
<configuration>

<!-- Use the appSettings section to define an unattended install 
session. -->

<appSettings>
<!--Valid values: "server" or "console". Case insensitive. -->
<add key="ProductType" value="console" />

<!-- The destination directory for application files. -->
<add key="InstallDir" value="c:\Console\" />

<!-- The destination directory for product data files. -->
<add key="DataDir" value="C:\Console\data\" />|

<!-- Acknowledgement of the license agreement. Valid values: 
"yes" or "no". -->
<add key="AgreeToLicense" value="yes" />

<add key="CreateFirewallRules" value="yes" />

<!-- Optional values used for migration -->
<!-- The migration case can be "UpgradeKeepData", "DownloadData", or
"UploadData" -->
<add key="MigrationCase" value="UpgradeKeepData" />

<!-- The path to the migration data -->
<add key="MigrationDataPath" value="C:\migrationdata\" />

</appSettings>
</configuration>
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ライセンス情報の入力

HPOM for Windows を使用するには、 ラ イセンス  キー パスワードが必要です。 イ

ンス トール時に、 60 日間試用版ライセンスが提供されます。 HPOM を継続して

使用する場合は、 60 日以内に標準版ライセンス  キー パスワードを取得して くだ

さい。

インス トール時にライセンス  キー パスワードを取得するには、 製品の起動画面

に表示される メ ッセージ ボッ クスの指示に従います。 ラ イセンス  プログラムが

起動するまでに数分かかり ます。

リモート  コンソールから、 ラ イセンス  キー パスワードを請求するこ とはできま

せん。 管理サーバーにログオンして、 ラ イセンス  キー パスワードを取得して く

ださい。
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必要であれば、 ライセンス情報の入力を延期するこ とができます。 後でライセン
ス  プログラムを実行するには、 次の手順を実行します。

1 HPOM 管理サーバーで、 コンソール ツ リーから  [ ツール ] フォルダを選択し

ます。

2 [ ツール ] → [HP Operations Manager ツール ] → [ ライセンス ] を選択して、

ツールのリ ス ト を表示します。

3 [ ライセンスの取得 ] を選択します。 これによ り、 管理サーバー、 エージェン

ト 、 または SPI の標準版ライセンスのパスワードを請求できます。 右ク リ ッ

ク して、 シ ョート カッ ト  メニューを開きます。

4 [ すべてのタスク ] → [ ツールの起動 ] を選択して、 [AutoPass: ライセンス管理 ] 
ダイアログ ボッ クスを開きます。

ラ イセンス  プログラムの詳細な使用方法については、 AutoPass のオンライン  ヘ
ルプを参照して ください。 AutoPass は、 \Program Files\Common 
Files\Hewlett-Packard に格納されています。

HPOM コンソールで、 [ ツール ] → [HP Operations Manager ツール ] → [ ライセンス ]
を選択するこ とでライセンス  レポート  ツールも選択できます。これによ り、使用

中のパスワードの情報を取得できます。

詳細については、 HPOM オンライン  ヘルプ ト ピッ クの 「はじめに」 → 「HP 
Operations Manager for Windows のライセンス」 を参照して ください。

標準版ライセンスの請求

標準版ライセンスのパスワードを請求するには、 次の情報が必要です。

• HP の注文書番号

• サーバーの IP アドレス

• お客様の会社情報

ライセンスの入手には、 ライセンスを取得する製品の購入時に HP Software 正規

販売代理店から発行された HP 購買注文番号を提示する必要があ り ます。 製品を

まだ購入していない場合は、 1-877-686-9637 ( 米国およびカナダ ) に電話するか、

または www.hp.com にアクセスして、 各地の HP Software 正規販売代理店の所

在地を確認して ください。
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インストールの結果

[ スタート ] メニュー

HPOM のインス トールの完了後、 [ スタート ] メニューにフォルダが追加され、

コンソールを開く こ とができます。
[ スタート ] → [ すべてのプログラム ] → [HP] → [HP Operations Manager] → [ コン

ソール ]

ドキュ メン ト

HPOM のインス トール後、 Adobe Acrobat PDF 形式の HPOM ドキュ メン トが、

%OvInstallDir%\paperdocs\en ディ レク ト リに格納されています。

実行可能ファイル

%OvInstallDir% ディ レク ト リ のサブディ レク ト リ に格納されている  HPOM 実行

可能ファイルのほかに、 以下のディ レク ト リ に実行可能ファイルが追加されます。

%OvDataDir%\bin\instrumentation\ 

%OvShareDir%\Instrumentation\

%OvShareDir%\Packages\HTTPS\

%OvShareDir%\Packages\Windows\

インス トールの間に、 %SystemRoot%\System32 ディ レク ト リ内のファ イルに

変更が加えられます。

インストール ログ ファイル

インス トール後、 いくつかのログ ファ イルが作成され、 以下のディ レク ト リに

配置されます。

%OvDataDir%\log\installation
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高度なセキュア Windows 環境への HPOM の
インストールと実行 

Windows 2003 には、 厳密で強制力のあるセキュ リ ティ  ルールを、 管理者が各シ

ステムに個別に、 または Windows ド メ イン レベルのすべてのシステム メ ンバに

対してグローバルに実装できるセキュ リ ティ  テンプレートが用意されています。

Windows 2003 システムでは、 デフォルトでこれらのセキュ リ テ ィ  テンプレート

を使用できます (%SystemRoot%\security\templates)。 アクセスには、 「セ

キュ リ ティ構成と分析」 MMC スナップインを使用します。 セキュ リ ティ  テンプ

レートの実装については、 Windows のドキュ メン ト を参照して ください。

制限グループ設定を適用した HPOM の実装

要件

• 管理サーバー

HPOM サーバーは、 「HP-OVE-User」 の既存のローカル Administrator アカウ

ン ト と、 「HP-OVE-Deleg-User」 のアカウン ト を使用して、 インス トールする

必要があ り ます。

HP-OVE-ADMINS および HP-OVE-OPERATORS グループは、 ローカル グ
ループと ド メ イン グループのいずれかと してサポート されます。

• 管理ノード

すべての HPOM Windows エージェン トは、 手動でインス トールする必要が

あ り ます ( ただし、 サーバーのインス トール時に自動的にインス トールされ

る  HPOM 管理サーバーの HP Operations エージェン ト を除きます )。

• リモート  コンソール

リモート  コンソールはサポート されます ( ただし、 リモート  コンソール シ
ステムと  HPOM 管理サーバーが同一ド メ インのメンバであるか、 または同

等の双方向ド メ イン信頼関係が設定されている必要があ り ます )。
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「HP-OVE-User」 および 「HP-OVE-Deleg-User」 アカウン ト と して、 ド メ イン管理

ユーザーを使用するこ とができますが、 Windows ド メ インとすべてのメンバ シ
ステムに対する管理アクセス権が HPOM 管理サーバー ( および HPOM 管理者 ) 
に付与されてしま うため、 お勧めできません。

高度なセキュ リ ティ設定では、 ローカル管理者を含むすべてのユーザーに対し
て、 厳密なパスワード  ポ リシーと、 パスワード有効期限ポ リシーが適用されま

す。 HPOM は、 一部のサービスをローカル 「管理者」 と して実行するため、 パ

スワードの有効期限に基づいて、 パスワードを頻繁に更新する必要があ り ます 
( パスワードの更新には OvChgPass.exe ユーティ リ ティ を使用します )。

管理者グループに 「制限グループ」 設定が適用されている場合でも、 ローカル
管理者グループに一時的に別のユーザーまたはグループを追加するこ とが可能
です。 ただし、 最終的にはグループ ポ リシー オブジェク ト  (GPO) によってこれ

らのユーザーまたはグループは自動的に削除されます ( 通常の検出間隔は 15 分
です )。
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以下の図は、 配布ユーザーと管理サーバー ユーザーに関するアカウン ト  セッ ト
アップ ウ ィザードの例です。 既存のローカル ユーザー アカウン ト管理者を使用
しているこ とを確認します。 追加ユーザー アカウン ト を作成しないでください。
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4 HPOM のクラスタ  インストール
この章では、 ク ラスタ化された環境に HPOM をインス トールする手順について

説明します。 これには、 次の情報が含まれます。

• ク ラスタ  セッ ト アップの各種オプシ ョ ンの説明

• ク ラスタ  セッ ト アップの要件と、 サポート されない設定

• HPOM のインス トール前に行う準備

• HPOM のインス トールと インス トールの検証

このセクシ ョ ンは、 Windows に習熟した管理者で、 Windows のク ラスタに関す

る概念および用語を理解している読者を対象と しています。

ク ラスタ化されていないスタンドアロン  システムに HP Operations Manager 8.10 
for Windows のバージ ョ ンをインス トール済みで、 高可用性のためにク ラスタ  イ
ンス トールへのアップグレードが必要な場合は、 『HP Operations Manager for 
Windows アップグレード  ガイ ド』 を参照して ください。 このアップグレード  ガ
イ ドには、 既存の単一システム HPOM インス トールを可用性の高いク ラスタ化

された HPOM インス トールに移行する手順が記載されています。

メディア キッ トは、 標準インス トールの場合と同じです。
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クラスタ  セッ トアップの概要

次の 3 つの図は、 HPOM ク ラスタ構成の例を示しています。

• 図 1 の構成は、 3 つの仮想サーバーが同一ク ラスタ内で稼動します。

• 図 2 の構成は、 HPOM 仮想サーバーが特定のク ラスタで稼動し、 MS SQL 仮
想サーバーが別のク ラスタで稼動します。両者はリモート接続されています。

• 図 3 の構成は、 MS SQL が非ク ラスタ  システムにインス トールされ、 HPOM 
がク ラスタ環境にインス トールされます。 この構成は、 MS SQL が単一障害

点となる可能性があるため、 お勧めできません。

次の表は、 各構成例に必要なデータを示します。 インス トールを行うには、 次の
表のよ うに、 実際の環境に即した値を収集する必要があ り ます。

表 1 構成データ

項目 名前 FQDN IP アドレス ローカル ディスク

ク ラスタ仮想サーバー 
( メ イン )

Cluster01 Cluster01.domain.com 15.8.153.30 Q: ( クォーラム )

MS SQL 仮想サーバー sqlserv sqlserv.domain.com 15.8.153.31 G: (SQL データ )

HPOM 仮想サーバー hpomserv hpomserv.domain.com 15.8.153.32 H: (HPOM データ )

MS SQL データベース  
インスタンス

OVOPS 適用外 適用外 適用外
92 第 4 章



図 1 HPOM サーバーと  SQL Server を同一クラスタ内に配置
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図 2 HPOM サーバーと  SQL Server を別々のクラスタに配置
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図 3 HPOM クラスタ と、スタンドアロン システムにインストールされた 
SQL Server
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管理サーバーおよびコンソールのインストール

HPOM 8.10 for Windows は、 Microsoft Windows 2003 ク ラスタが稼動するフェイル

オーバー構成への管理サーバーのインス トールと実行をサポート します。

管理サーバーの可用性はデータ  リ ポジ ト リ  (Microsoft SQL Server 2000 または 
2005) に左右されるため、 SQL Server 2000 または 2005 も  Windows ク ラスタにイ

ンス トールするこ とをお勧めします。 これは必須ではあ り ませんが、 通常は、
SQL Server データベース  インスタンスは、 HPOM 管理サーバーと同じ ク ラスタ

に配置されます。

HPOM 管理サーバーをインス トールするには、 インス トールを行うユーザーに

ド メ イン管理者権限が必要です。

インストールの前に

• すべてのシステム要件が満たされているこ とを確認して ください。

• 99 ページの 「サポート されない設定」 を確認して ください。

インス トール手順を簡略化するには、 HPOM と  SQL Server が独立した リ ソース  
グループと して同じ  Windows ク ラスタで稼動するこ とが前提とな り ます。 SQL 
Server を、 別のク ラスタや、 ク ラスタ化されていないスタンドアロン  システム

で稼動させるこ と もできます。 スタンドアロン  システムでの稼動はサポート さ

れますが、 管理サーバーのセッ ト アップに対する単一障害点が生じるため、 お
勧めできません。

ク ラスタ  ノードに HPOM 管理サーバーをインス トールしたと きは、 そのク ラス

タの管理サーバーに接続する  HPOM コンソールから、 ク ラスタ  ノードを表す新

しい管理ノードを認識できません。 ク ラスタ  ノードを認識させるには、 コン

ソールを終了し、 再起動する必要があ り ます。

HPOM では、 管理サーバーをド メ イン コン ト ローラにインス トールするこ とは

できません。 サポート されないその他の設定については、 46 ページの 「サポー

ト されない設定」 を参照して ください。
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ライセンス情報

HPOM には、 この製品をインス トール後 60 日間使用できる  60 日間試用版ライ

センスが付属しています。

HPOM コンソールを最初に起動する際に、 標準版ライセンスのパスワードを入

力する画面が表示されます。 標準版パスワードは、 こ こで取得するこ と も、 後か
ら取得するこ と もできます。 61 日目に達する と、 標準版ライセンスを取得する

までこの製品を使用できな くな り ます。 85 ページの 「ラ イセンス情報の入力」

を参照して ください。

HPOM の標準版ライセンスを請求する場合は、 112 ページの手順 9 で入力した 
HPOM 仮想サーバーの IP アドレスを指定します。 取得したライセンスは、

HPOM 仮想サーバーの IP アドレスに限定されます。

HPOM の標準版ライセンスを取得するプロセスは、 HPOM がアクティブになっ

ているク ラスタ  ノード上で開始する必要があ り ます。 ク ラスタ  ノードを追加す

る と きに、 さ らに他のライセンスを取得する必要はあ り ません。
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クラスタの要件

• 2 ノード以上のハードウェア ク ラスタ と、 それに接続された共有ス ト レー

ジ、およびオペレーティング システムと して Windows 2003 Enterprise または 
Datacenter Edition が必要。

• SQL Server 2000 (Enterprise Edition) SP4 以上、 または SQL Server 2005 
(Enterprise Edition) SP2 以上がインス トールされ、ユーザーが設定可能な名前 
(OVOPS など ) でデータベース  インスタンスが実行されているこ と。

• HPOM の空の専用リ ソース  グループが必要。 リ ソース  グループの名前には、

ASCII 文字のみを使用できます。 詳細については、 リ リース  ノートのエン ト

リ  QXCR1000125936 を参照して ください。

• ク ラスタ  ソフ ト ウェアと して、 次のリ ソースを使用できる  Microsoft Cluster 
Server (MSCS) が必要です。

— 3 つ以上の専用の共有ディ スク

– ク ラスタ  クォーラム

– SQL Server データベース  ス ト レージ

– HPOM データ  ス ト レージ

—  次のよ うに、 名前と逆引きのエン ト リで DNS (FQDN) に設定された 5 つ
以上の静的な専用 IP アドレス

– 各ク ラスタ  ノードの定常名と  IP アドレス  (2 つ以上 )

– ク ラスタの仮想サーバー名と  IP アドレス  (1 つ )

– SQL Server の仮想サーバー名と  IP アドレス

– HPOM 仮想サーバー名と  IP アドレス

クォーラム ディ スクの代わりに Majority Node Set Quorum を
使用する場合、 ク ラスタ  クォーラムの使用は必須ではあ り

ません。 これらの違いについては、 Windows Server 2003 
Enterprise Edition で MS ク ラスタのオンライン ヘルプ ト ピッ

ク 「ク ラスタ  モデルの選択」 を参照して ください。
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サポート されない設定

• 同じク ラスタ  リ ソース  グループにインス トールされた SQL Server と  HPOM 
管理サーバーが、 同じ共有ス ト レージを使用する。

• HPOM 管理サーバーをクォーラム ディ スク と同じ ク ラスタ  リ ソース  グルー

プにインス トールする。

• Microsoft SQL Server Express をデータ  リ ポジ ト リ と して使用する。

• Microsoft Cluster Server 以外のク ラスタ  ソフ ト ウェアを使用する。

• ク ラスタ  ノードのホス ト名が 15 文字を超えている。

• 既存の非ク ラスタ  HPOM インス トールをク ラスタ  インス トールに置換アッ

プグレードする。

• 同一ク ラスタ内に複数の単一システム HPOM をインス トールする。

• 1 つの HPOM 管理サーバーの複数のインスタンスを、 ロードバランスによっ

てク ラスタ内に作成する。

• HPOM をインス トールする前に、 いずれかの HP BTO Software 製品をク ラス

タにインス トールする。
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HPOM インストールの準備 

管理サーバーに HPOM をインス トールする前に、 以下の要件が満たされている

こ とを確認して ください。

• MSCS がインス トールされ、 すべての要件を満たして正常に動作している。

• ユーザーが設定可能な名前で SQL Server データベース  インスタンスがセッ

ト アップされ、 稼動している。

タスク  1: クラスタの検証

1 ク ラスタが機能しているこ とを検証します。 クォーラム  ディ スクを含むク

ラスタ  リ ソース  グループを、 設定されているすべてのク ラスタ  ノードに移

動します。 各ク ラスタ  ノードが、 SQL Server と  HPOM の指定共有ディ スク

を認識し、 同じ ド ラ イブ名が割り当てられているこ とを確認します ([ マイ  
コンピュータ ] → [ 管理 ] → [ ディ スクの管理 ])。

2 MS SQL が 1 つの FQDN と  IP アドレスを持ち ( たとえば、

sqlserv.domain.com)、 HPOM サーバーが 1 つの FQDN と  IP アドレスを持つ 
( たとえば、 hpomserv.domain.com) こ とを確認します。 両方の名前と  IP アド

レスの名前解決が可能であるこ とを確認します。

Windows 2003 Cluster Server のインス トールについては、 http://
www.microsoft.com/technet/prodtechnol/windowsserver2003/
technologies/clustering/confclus.mspx の 「Guide to Creating and 
Configuring a Server Cluster under Windows Server 2003」 ( 英語 ) を参照

して ください。

SQL Server 2005 のインス トールをお勧めしますが、 SQL Server 2000 
もサポート されています。

SQL Server 2000 仮想サーバーの名前付きインスタンスを、 Windows 
2003 ベースのク ラスタにインス トールする方法については、 http://
support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;815431 を参

照して ください。

Active Directory と  DNS セッ ト アップが統合された環境では、 仮想

サーバーをアクティブにしなければ、 仮想サーバー名と  IP アドレス

は解決されません。
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タスク  2: クラスタ  リソースの作成と共有ディスクの割り当て

1 SQL Server データベース  ス ト レージ用の共有ディ スクを含むク ラスタ  リ
ソース  グループを指定します。 これらのグループは、 通常は検出されるす
べての共有ディ スクについて、 MS ク ラスタ  ウ ィザードによって作成されま
す。 この方法で作成しない場合は、 MS ク ラスタ  アド ミ ニス ト レータを使用
して、 手動でグループを作成する必要があ り ます。 「SQL Group」 などのグ
ループ名を設定します。

2 HPOM データ  ス ト レージ用の他のク ラスタ  リ ソース  グループと共有ディ ス
クを指定します。 このグループの名前は、 たとえば 「HPOM Group」 にしま
す。 このグループに IP アドレス とネッ ト ワーク名が含まれていないこ とを確
認して ください。

3 すべてのグループをすべての指定ク ラスタ  ノードに移動でき、 共有ディ ス
クにアクセス可能 ( 読み書き可能 ) であるこ とを確認します。

タスク  3: SQL Server 2005 Enterprise Edition のインストール ( 推奨 )

MS SQL 2005 をインス トールするには、 MS SQL 2005 のマニュアルを参照して
ください。

Windows Server 2008 ク ラスタに SQL Server 2005 をインス トールする場合、 まず 
Microsoft Distributed Transaction Coordinator (DTC) へのネッ ト ワーク  アクセスが
構成されているか確認する必要があ り ます。 構成されていない場合、 非アクティ
ブなク ラスタ  ノードは、 他のク ラスタ  ノード上の SQL Server に接続できませ
ん。 この制約によって、 HPOM のインス トール時やフェイルオーバーを行う際
に問題が生じる可能性があ り ます。

SQL Server 2005 をインス トールする前に、 ク ラスタ  アド ミニス ト レータを使用
して、 必ず DTC ク ラスタ  リ ソースを作成して ください。

ク ラスタ内の各ノードのコンポーネン ト  サービスで、 次の設定を行います。

• [ マイ コンピュータ ] → [ プロパティ ] の順に選択し、 [COM セキュリテ ィ ] タブ
をク リ ッ ク します。 NETWORK SERVICE アカウン トに次の権限が与えられ
ているか確認します。

— アクセス許可

– ローカル アクセス

SQL Server は、 共有ディ スク と同じ ク ラスタ  リ ソース  グループにな
ければなり ません。

HPOM を最初のク ラスタにインス トールした後は、 ク ラスタ  リ ソー
ス  グループの名前を変更しないでください。
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– リ モート  アクセス

— 起動とアクティブ化のアクセス許可 

– ローカルからの起動

– リ モートからの起動 

– ローカルからのアクティブ化

– リ モートからのアクティブ化

• ク ラスタ化された DTC のプロパティで、 [ セキュリテ ィ ] タブをク リ ッ ク しま
す。 次の設定を有効にします。

— ネッ ト ワーク  DTC アクセス

— ト ランザクシ ョ ン マネージャ通信

– 受信を許可する

– 送信を許可する

– 着信呼び出し側には認証を必要とする

SQL Server 2005 をインス トールしたら、 アクティブおよび非アクティブなク ラ
スタ  ノードの双方が、 相互に SQL でアクセスできるこ とを確認して ください。
ク ラスタ  ノード間の接続をテス トするには、 アクティブおよび非アクティブな
ク ラスタ  ノードで、 次のコマンドを入力します。

osql -E -S <仮想 SQL Server 名 >\<データベース インスタンス >
例

osql -E -S OVMSQL\OVOPS 

接続が成功する と、 プロンプ トが表示されます (1>)。 exit と入力します。

タスク  4: SQL Server 2000 Enterprise Edition のインストール

Windows 2003 に MS SQL 2000 をインス トールするには、 別名を作成する必要が
あ り ます。 たとえば、 SQL 仮想サーバーの FQDN が sqlserv.domain.com で
あれば、 SQLSERV\OVOPS とい う別名を作成します。 インス トールを開始する
前に、 次の手順を実行します。

次の説明は、 「PRB: Windows Server 2003 ベースのク ラスタに SQL Server 2000 仮
想サーバーの名前付きインスタンスをインス トールする と失敗する」 とい う  
Microsoft のサポート技術情報から転載したものです 
(http://support.microsoft.com/kb/815431/ja)。

HP による補足説明は、 括弧で囲まれています。
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1 セッ ト アップを実行する ノードから、 ク ライアン ト接続用にサーバーの別名
を作成します。

a セッ ト アップを実行するク ラスタ  ノード上で Cliconfg.exe を実行します。

— 使用しているコンピュータに Cliconfg.exe がインス トールされていな

い場合は、 SQL Server 2000 インス トール ファ イルから  Sqlredis.exe 
を実行して Cliconfg.exe をインス トールします。 これを行うには、 コ

マンド  プロンプ トで次のよ うに入力します。
\x86\Other\sqlredis.exe /q:a /C:"setupre.exe WARN=1 
-s -SMS

— Cliconfg.exe をすぐに使用できない場合、 コンピュータを再起動する

こ とが必要な場合があ り ます。

b [SQL クライアン ト設定ユーテ ィ リテ ィ ] ダイアログ ボッ クスで、 [ 別名 ]
タブをク リ ッ ク します。

c [ 追加 ] をク リ ッ ク して、 [ ネッ トワーク  ライブラリ設定の追加 ] ダイア

ログ ボッ クスを開きます。

 

d [ 名前付きパイプ ] をク リ ッ ク します。

e [ サーバー別名 ] ボッ クスに別名を入力します ( 別名の形式は、

(MSSQL)VIRTUALSERVERNAME\(MSSQL)INSTANCENAME です。 た

とえば、 SQLSERV\OVOPS と入力します )。

f [ サーバー名 ] ボッ クスに (MSSQL) 仮想サーバーのインスタンス名を入

力します ( たとえば、 SQLSERV\OVOPS と入力します )。
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g [ パイプ名 ] ボッ クスの名前を確認します。 デフォルトでは、 [ パイプ名 ] 
ボッ クスの値は次のとおりです。
\\(MSSQL)VIRTUALSERVERNAME\pipe\MSSQL$instancename\sql\query

2 SQL Server 2000 (SP3 以降 ) セッ ト アップを実行します (MS SQL サーバー 
2000 のインス トール時には、 手順 e および手順 f で使用したものと同じ名前

のインスタンスを作成します )。

3 (MSSQL) 仮想サーバー名には、手順 e および 手順 f で使用したものと同じ仮

想サーバー名 ( たとえば、 SQLSERV\) およびインスタンス名 ( たとえば、

SQLSERV\OVOPS) を使用します。

4 手順 1 で作成した名前付きパイプの別名を削除します 。

HPOM のインストール

可用性の高い HPOM インス トールが機能するには、 HPOM の実行が指定された

すべてのク ラスタ  ノードに HPOM をインス トールする必要があ り ます。 最初の

ク ラスタ  ノードへのインス トールは、 それ以降のノードへのインス トールとは

異なり ます。

同一ク ラスタ内の別のノードで、 並行して HPOM のインス トールを開始しない

でください。 最初のノードへのインス トールが正常に完了してから、 次のノー
ドでのインス トールを開始します。 すべての指定ノードでインス トールが完了
するまで、 これを繰り返します。

インス トール メディアに含まれるその他の製品 (SPI やアドオンなど ) をインス

トールするこ と もできます。 ただし、先に HPOM をインス トールしてから、 SPI 
やアドオンをインス トールして ください。
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最初のクラスタ  ノードへの HPOM のインストール 

1 ク ラスタ  ノードを選択し、 そのシステムを最初にインス トールするク ラス

タ  ノード と して指定します。 アンインス トール時に、 このノードのアンイ

ンス トールを最後に行う必要があるので、 最初にインス トールしたノードを
忘れないよ うにして ください。

2 HPOM for Windows 管理サーバー用に指定された共有ディ スクが使用可能で

あ り、 現在のシステムにアクセス可能であるこ とを確認します。 アクセスで
きない場合は、 Microsoft クラスタ  アド ミニス ト レータを使用して、 グルー

プを現在のノードに移動します。
 

この図は、 HPOM のインス トール前の HPOM ク ラスタ  リ ソース  グループを

示しています。 共有ディ スクはオンラインで、 最初にインス トールを行う
ノード と して指定されたノードによって所有されています。
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3 HPOM 8.10 for Windows インス トール メディアを挿入します。 [ よう こそ ] 
ページで、 [ 管理サーバー ] が選択されているこ とを確認し、 [ 次へ ] をク リ ッ

ク して [ 必要条件チェ ック ] ページに進みます。

 

• ド ラ イブの自動再生が有効な場合、 インス トールが自動的に開始
されます。

• 自動再生が無効な場合は、 インス トール メディアのルートから  
setup.exe を実行します。
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4 [ 必要条件チェ ック ] ページには、 HPOM の正しいインス トールの妨げとな

るエラーと警告が表示されます。 インス トールを続ける前に、 すべてのエ
ラーを解決する必要があ り ます。 インス トール時にチェッ ク されるハード
ウェアと ソフ ト ウェアの項目については、 付録 A 「システム要件のチェッ

ク」 を参照して ください。 エラーが検出されない場合は、 [ 次へ ] をク リ ッ ク

して操作を続けます。
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5 [ 使用許諾契約 ] ページでは、 使用許諾契約書の内容に同意し、 [ 次へ ] をク
リ ッ ク してインス トールを継続します。 同意しない場合、 インス トールは
キャンセルされます。

標準版ライセンスの取得については、 85 ページを参照して ください。

6 [ 管理サーバーの言語 ] ページで、 [ 言語 ] をク リ ッ ク してインス トーラが使
用する言語を選択します。

このウ ィザード  ページは、 システムで英語バージ ョ ンの Microsoft Windows 
オペレーティング システムが実行されている場合にのみ表示され、 これに
はマルチリ ンガル ユーザー インタフェース  (MUI) のシステムも該当します。

インス トーラはこ こで選択された言語を使用して、 デフォルトのツール、 ポ
リ シー、 および HPOM が提供するその他のオブジェク ト を作成します。 こ
れらの言語設定を後で変更するこ とはできません。

インス トーラはデフォルトでは、 特定のポ リ シーが Windows OS SPI および 
UNIX OS SPI から自動配布されるよ う設定します。 こ こで選択された言語に
よって、 ポ リ シーの言語が決ま り ます。
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また、 こ こでの選択によって、 管理サーバーが実行時に使用する言語、 たと え
ば管理サーバーが生成するエラー メ ッ セージの言語などが決まり ます。

MUI のシステムでは、 Windows でのユーザーの言語設定によって、 HPOM 
のコンソールおよびオンライン  ヘルプに表示される言語が自動的に決ま り

ます。 つま り、 こ こで選択した言語は、 HPOM のコンソールおよびオンライ

ン  ヘルプで表示される言語には影響しません。

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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7 [ ポリシー言語 ] ページで、 HPOM によ り提供されるポ リシーの言語を追加

で選択します。 デフォルトでは、 英語と、 管理サーバーについて選択した言
語 ( 英語ではない場合 ) のポ リ シーがインス トールされます。 その他の言語

のポ リシーをインス トールするには、 こ こで言語を選択します。

このウ ィザード  ページは、 管理サーバーで英語バージ ョ ンの Microsoft 
Windows オペレーティング システムが実行されている場合にのみ表示され、

これにはマルチリ ンガル ユーザー インタフェース  (MUI) のシステムも該当

します。

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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8 [ クラスタ対応インストール タイプ ] ページで、 単一システムへのインス

トールまたはク ラスタ環境へのインス トールを選択します。 高可用性の 
HPOM インス トールでは、 [ クラスタ ] を選択します。 [ 次へ ] をク リ ッ ク し

て、 仮想サーバー情報のページを表示します。

 

ク ラスタに単一システムと してインス トールするこ と もできますが、
これはお勧めできません。 このよ う なインス トールでは、 HPOM の可

用性は、 ク ラスタ化されていない環境の単一システム  インス トール

と変わり ません。
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9 [ 仮想管理サーバー名 ] ページで、 仮想サーバー名と仮想 IP アドレスを入力
し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

• 仮想サーバー名は、 ド メ イン部分を除くホス ト名です。

• 仮想 IP アドレスは、 ク ラスタが使用するネッ ト ワーク と同じネッ ト ワー
クのものである必要があ り ます。 ただし、 現在使用している  IP を指定す
るこ とはできません。

インス トール プログラムによって仮想 IP アドレスが調べられ、 アドレスが
同じネッ ト ワークのものでない場合は、 エラー メ ッセージが表示されます。
さ らに、 仮想サーバー名も調べられ、 126 文字を超える長さである場合は、
エラー メ ッセージが表示されます。

インス トール プログラムはこの情報を使用して、 管理サーバーのク ラスタ  
リ ソース  グループ内に、 この仮想 IP アドレス と仮想サーバー名に対するク
ラスタ  リ ソースを作成します。 仮想サーバー名と仮想 IP アドレスがク ラス
タ  リ ソースに既に設定されている場合、 作成は失敗します。 この場合は、
別の仮想サーバー名と仮想 IP アドレスの入力が求められます。

ク ラスタ  リ ソース  グループで Kerberos ( ケルベロス ) 認証が使用されている
場合、 Kerberos 認証のチェッ ク  ボッ クスを選択します。
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10 [ 共有フォルダ ド ライブ ] ページで、 HPOM 共有データ  ファ イルをホスティ

ングする、 共有ディ スク / ク ラスタ  リ ソース  グループを選択します。

 

既に別のアプリ ケーシ ョ ン ( たとえば、 SQL Server やク ラスタ  クォー

ラム ) によって使用されているク ラスタ  リ ソース  グループまたはリ

ソース  グループの選択はサポート されません。

ASCII 文字以外の文字を含むリ ソース  グループの選択はサポート され

ません。 詳細については、 リ リース  ノートのエン ト リ  
QXCR1000125936 を参照して ください。
HPOM のクラスタ  インストール 113



11 [ インストール先フォルダ ] ページでは、 デフォルトのインス トール先ディ

レク ト リ を使用するか、 別のディ レク ト リ を指定して HPOM をインス トー

ルするかを選択できます。 こ こで選択したインス トール先ディ レク ト リは、
この DVD からインス トールする他の HP BTO Software 製品のデフォルト  
ディ レク ト リ と して使用され、 以後のインス トールではこのディ レク ト リ を
変更できません。 最初にインス トールする  HP BTO Software アプ リ ケーシ ョ

ンが、 HPOM と、 HP Reporter や HP Performance Agent Software などのその他

の HP BTO Software 製品のインス トール ディ レク ト リ を決定します。

• デフォルトのインス トール先ディ レク ト リは次のとおりです。

C:\Program Files\HP\HP BTO Software\

• デフォルトのデータ  ディ レク ト リは次のとおりです。

C:\Documents and Settings\All Users\Application 
Data\HP\HP BTO Software

• デフォルトの共有ディ レク ト リは次のとおりです。

<共有ド ライブ >\Documents and Settings\All 
Users\Application Data\HP\HP BTO Software\shared\ 
この < 共有ド ライブ > は、 [ 共有フォルダ ド ライブ ] ページで割り当て

た論理ド ライブです。

デフォルトのインス トール先ディ レク ト リにインス トールする場合は、 [ 次
へ ] をク リ ッ ク します。
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デフォルト以外のディ レク ト リにインス トールする場合は、適切な [ 参照 ] ボ
タンをク リ ッ ク して、 [ フォルダの参照 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

インス トール ディ レク ト リ とデータ  ディ レク ト リは、 ク ラスタ共有

ディ スクをポイン トできません。

共有ディ レク ト リのド ラ イブを変更するには、 113 ページの手順 10 
に戻る必要があ り ます。
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12 [ アカウン ト  タイプ ] ページでは、 デフォルトで [ ド メ イン アカウン ト ] が
選択されています。 HPOM が必要なアカウン ト を作成する ド メ インの名前を

指定します。 [ 次へ ] をク リ ッ ク して継続します。

インス トールを行うユーザーは、 ド メ イン管理者でなければなり ません。 ま
たは、 アカウン トが既に作成されていて、 ポ リ シーの管理と配布ユーザーの
委任権限が設定されている場合、ローカル Administrators グループのメンバで

ある ド メ イン ユーザーがインス トールを実行するこ と もできます。

HPOM のク ラスタ  インス トールでは、 HP-OVE-User と  
HP-OVE-Deleg-User だけでなく、 HP-OVE-ADMINS および 
HP-OVE-OPERATORS アカウン ト も ド メ イン  アカウン トにする必要

があるため、 ローカル インス トールは実施できません。
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13 [ 配布ユーザー アカウン ト ] ページで、 配布ユーザー アカウン トに関する必

要な情報を入力します。 委任権限の詳細については、 41 ページの 「管理

サーバーで使用されるアカウン ト 」 を参照して ください。
HPOM のクラスタ  インストール 117



14 [ 管理サーバー アカウン ト ] ページで、 次の設定を行います。

a [ ユーザー アカウン ト ] を指定するか、 デフォルト値をそのまま適用し

ます。

b 前の画面で配布ユーザーの設定に使用したものと同じパスワードを使用
してください。 パスワードおよびパスワードの確認を入力したら、 [ 次へ ]
をク リ ッ ク します。

一度設定する と、 インス トール メディアから他の製品をインス トールする

場合にも、 このアカウン ト情報が使用されます。 リモート  コンソールのイ

ンス トールでは、 この画面は表示されません。
118 第 4 章



15 [Administrators グループと  Operators グループ ] ページで、 ローカル グ
ループ アカウン ト を作成する場合は [ ローカル アカウン ト を使用 ] を選択し、

ド メ イン  グループ アカウン ト を作成する場合はド メ インを選択します。 続

いて、 管理者グループとオペレータ  グループのアカウン ト を指定し、 [ 次へ ] 
をク リ ッ ク します。

続いて、 管理者グループとオペレータ  グループのアカウン ト を指定し、 [ 次
へ ] をク リ ッ ク します。
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16 [Microsoft SQL Server インスタンス ] ページで、 HPOM データベースで使
用する  SQL Server インスタンスの名前を追加し、 データベース  ファ イルを
配置する  SQL Server 上の場所のパスを指定します。 SQL Server サービスは、
HPOM ファ イルが配置されているディ レク ト リにアクセス可能なログインで
実行できます。 たとえば、 管理権限を持つログインや、 管理権限を持ってい
なくても対象のファ イルにアクセスできるログインです。

[ データベース ファイルの場所 ] ボッ クスに指定したパスが SQL Server システム

上に存在しない場合、 HPOM インス トールは自動でこの場所を追加します。

HPOM と と もにローカル SQL Server Express インスタンスをインス トールする場

合は、 [ インスタンス ] フ ィールドでまだ使用されていない名前を指定します。

フル SQL Server ( ローカルまたはリモート ) を使用する場合は、 HPOM のインス

トール前にフル SQL Server をインス トールしておく必要があ り ます。

利用できる  SQL サーバー インスタンスの リ ス ト を見るには、 [ リス トの取得 ] を
ク リ ッ ク します。 使用対象となるインスタンスの リ ス トが表示されます。

データ ベース  ファ イ ル用に十分なディ スク 容量がある こ と を確認し てく ださ
い。 データベース  ファ イルのサイズは、 管理するオブジェク ト の数によって異
なり ます。
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リ ス トから リモート  データベース  インスタンスを選択できない場合は、 SQL 
Server が正し く設定されていない可能性があ り ます。 詳細は、 27 ページの

「データベース要件」 を参照して ください。

[ 次へ ] をク リ ッ クする と、 インス トール プログラムによ り、 このインスタンス

が存在するかど うかがチェッ ク されます。 ローカル インスタンスが存在しない

場合、 HPOM によ り  SQL Server Express がインス トールされます。

指定したフル SQL Server インスタンス  ( ローカルまたはリモート ) が存在し、 接

続できる場合は、 既存の openview データベースの確認が行われます。 データ

ベースが存在しない場合、 インス トール時に自動で追加されます。

openview データベースが既に存在している と きは、 インス トール時にそのデータ

ベースを削除して新しいデータベースを追加するかど うかを選択できます。

破損したデータが問題を引き起こす可能性があるため、 HPOM 8.10 for Windows
では、既存の openview データベースの再使用をサポート していません。古いデー

タを保持する場合は、 アップグレードまたは移行を実行する必要があ り ます。
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指定された リモート  インスタンスが存在しないか接続できない場合は、 接続が

有効かど うか、 および名前が正しいかど うかを確認するよ う メ ッセージが表示さ
れます。

17 デフォルト以外のポート を使用する と きは、 [Microsoft Internet 
Information Services ポート ] ページで、 Internet Information Services (IIS) の 
HTTP および HTTPS ポート を変更します。 [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 [ ファイア

ウォールの設定 ] ページに進みます。

指定したインスタンスが リモート  SQL Server Express インスタンスである場合、

リモート接続が可能であればインス トールは継続されます。 ただし、 この状況
は HPOM ではサポート されていません。
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18 管理サーバーで Windows ファ イアウォールが有効になっていて、 HPOM イ
ンス トールの際に必要なルールを作成する場合は、 [ ファイアウォールの設

定 ] ページで [Microsoft Windows ファイアウォール ルールの設定 ] を選択しま

す。 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ インス トール準備完了 ] ページに進みます。
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19 [ インストール準備完了 ] ページで、 これまでのページで設定したインス

トール情報を確認し、 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 インス トールが開

始されます。
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20 各インス トール コンポーネン トがそれぞれのステータス  ダイアログを表示

します。 たとえば、 ラ イセンス  コンポーネン ト 、 コア コンポーネン ト、

SQL Server コンポーネン ト、 および SPI が製品に含まれます。 インス トール

の間、 定期的に進捗ウ ィンド ウが表示されます。 インス トールが完了した項
目と インス トール中の項目についての詳細が示されます。

システムの処理速度によって、 インス トール プロセスには数分から  1 時間以

上かかり ます。 インス トールが完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 [ インス

トール終了 ] ページに進みます。

 

HPOM 管理サーバーに SQL Server コンポーネン ト  (Client Tools など ) が既にイ

ンス トールされている場合、 インス トール中に以下のメ ッセージがダイアログ 
ボッ クスに表示されます。

「Warning 28213. Warning: SQL Server Setup cannot install this feature because a 
different edition of this feature is already installed. For more information, see 'Version 
and Edition Upgrades' in SQL Server Books Online.」
このメ ッセージを承認して、 HPOM インス トールを続けます。
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21 [ インストール終了 ] ページが表示される と、 インス トールは終了です。

[ 終了 ] をク リ ッ ク してインス トールを終了します。

完了したインス トールの詳細を確認するには、 [ 結果ログ ファイルの表示 ] 
チェッ クボッ クスをオンにします。

インス トール プログラムの終了時に、 基本ト レーニング チュート リ アルを参照

するよ うに求められます。 このチュート リ アルは、 HPOM の機能と製品概要を

紹介し、 HPOM の操作を始める前に行う必要がある設定と配布の手順を詳細に

説明します。
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22 最初のノードへの HPOM のインス トールが完了する と、 選択した HPOM ク
ラスタ  リ ソース  グループにいくつかの新しいク ラスタ  リ ソースが追加され

ます。
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残りのクラスタ  ノードへの HPOM のインストール 

複数のノードで同時に HPOM のインス トールを行わないでください。 HPOM の
インス トールが完了してから、 次のノードへのインス トールを開始します。

残りのノードへのインス トールが完了するまで、HPOM 管理サーバーの機能を使

用できません。 インス トール中に管理サーバーをオンラインにしよ う と した り、
HPOM が使用するク ラスタ  リ ソース  グループを移動した り しないでください。

残りのク ラスタ  ノードに HPOM をインス トールするには、 最初にインス トール

したク ラスタ  ノードが稼動し、 残りのノードからアクセス可能になっている必

要があ り ます。
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1 HPOM 8.10 for Windows インス トール メディアを挿入します。

HP Operations Manager の [ よう こそ ] ページが表示されます。 このページの 
[ 次へ ] をク リ ッ クする と、 システム要件のチェッ クが行われます。

• ド ラ イブの自動再生が有効な場合、 インス トールが自動的に開始されます。

• 自動再生が無効な場合は、 インス トール メディアのルートから  Setup.exe を
実行します。
HPOM のクラスタ  インストール 129



2 [ 必要条件チェ ック ] ページには、 インス トール対象と して選択した製品に

ついて実行された要件チェッ クの結果が表示されます。 インス トールを続け
る前に、 すべてのエラーを解決する必要があ り ます。

HPOM の正しいインス トールの妨げとなるエラーと警告については、 付録 A
「システム要件のチェッ ク」 を参照して ください。

[ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ 使用許諾契約 ] ページを開きます。
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3 使用許諾契約書の内容に同意します。 同意しない場合、 インス トールはキャ
ンセルされます。

標準版ライセンスの取得については、 85 ページの 「ラ イセンス情報の入力」

を参照して ください。 ク ラスタに HPOM をインス トールする場合、 必要な

ライセンスは 1 つだけです。 標準版ライセンスを既に取得し、 インス トール

している場合は、 これを繰り返す必要はあ り ません。

[ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ インス トール準備完了 ] 画面に進みます。
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4 これまでのダイアログで設定したインス トール情報を確認し、 [ インストール ]
をク リ ッ ク します。 インス トールが開始されます。
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5 インス トールでは、 このク ラスタのアクティブ ノードで稼動する  HPOM が
停止され、 リ ソースがインス トール対象ノードに移動されます。 インス トー
ル中は、 最初のク ラスタ  ノードで HPOM 管理サーバーの機能を利用できな

くな り ます。 [ はい ] をク リ ッ ク して継続します。

6 インス トール プログラムの実行中に、 さまざまなステータス  ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。 各インス トール コンポーネン ト  ( 製品に含まれる

ライセンス  コンポーネン ト 、 コア コンポーネン ト 、 SPI など ) がそれぞれの

ステータス  ダイアログを表示します。

システムの処理速度と インス トールの際に選択されたコンポーネン トによっ
ては、 この処理に数分から  1 時間以上かかる場合があ り ます。
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7 [ インストール終了 ] ページが表示される と、 インス トールは終了です。

[ 終了 ] をク リ ッ ク してインス トールを終了します。

 

インス トールが完了する と、 そのノードで HPOM ク ラスタ  リ ソース  グルー

プがアクティブにな り ます。 このノードが、 HPOM をインス トールする最後

のク ラスタ  ノードである場合は、 HPOM 仮想サーバーを任意のク ラスタ  
ノードに移動できます。
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サイレン ト  モードまたは非対話モードでの

クラスタ  ノードへのインストール

設定ファイルと コマンド ラ イン  パラ メータを使用して、 サイレン ト  モードまた
は非対話モードでク ラスタ  ノードにインス トールできます。

Setup.exe では以下のパラ メータを使用できます。

• /qn は、 サイレン ト  モード  ( 進捗情報の表示なし、 ユーザー インタフェー
スなし ) を指定します。

サイレン ト  インス トールを開始するには、 次のコマンド構文を使用します。

Setup.exe /qn /configfile:<設定ファイル> /sourcedir:<ディ レクト リ >

• /qr は非対話モード  ( 進捗情報の表示あ り、 ユーザー インタフェースなし ) 
を指定します。

非対話式インス トールを開始するには、 次のコマンド構文を使用します。

Setup.exe /qr /configfile:<設定ファイル > /sourcedir:<パス >

対話式のインス トールで指定するすべての設定値を、 設定ファイルに XML 形式
で指定します。 設定ファ イルのサンプルは、 インス トール メディアの次の場所
にあ り ます。

Documentation\Unattended Install\ClusterManagementServer.config

サンプルの設定ファ イルを他の場所にコピーして、 必要なフ ィールドを編集しま
す。 フ ィールドの詳細については、 104 ページの 「HPOM のインス トール」 に示
す対応するウ ィザード  ページのドキュ メン ト を参照して ください。

設定ファイルには、サイレン ト  モードまたは非対話モードでアップグレードや移
行を行うためのオプシ ョ ンもあ り ます。ただし、アップグレードや移行には、setup
コマンドでは自動的に実行されない手順が含まれています。サイレン ト  モードや
非対話モードで実行されるのは、HPOM インス トール ウ ィザードで通常ユーザー
が行う手順のみです。 アップグレード と移行の詳細は、 『HP Operations Manager
8.10 for Windows アップグレード  ガイ ド』 を参照して ください。

次に、 サイレン ト  モードや非対話モードでク ラスタ  ノードにインス トールする
ための設定ファイルの例を示します。

サイレン ト  モード と非対話モードがサポート されるのは、 HPOM 8.00 から  
HPOM 8.10 への移行とアップグレードに限られます。 HPOM 7.50 からの移行と
アップグレードは、 サイレン ト  モードや非対話モードで行う こ とはできません。
HPOM のクラスタ  インストール 135



<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>
<configuration>

<!-- Use the appSettings section to define an unattended install
session. -->

<appSettings>
<!--Valid values: "server" or "console". Case insensitive. -->
<add key="ProductType" value="server" />

<!-- The destination directory for application files. -->
<add key="InstallDir" value="c:\Server\" />

<!-- The destination directory for product data files. -->
<add key="DataDir" value="C:\Server\data\" />

<!-- Cluster configuration -->

<!-- Valid values for doing a clustered installation: "primary" or
"subsequent". Case insensitive. -->

      <add key="ClusterMode" value="primary" />

<!-- The destination directory for product share files. -->
<add key="ShareDir" value="D:\cluster\share\" />

<!-- The virtual server name of the management server in the cluster -->
<!-- It must not be fully qualified -->
<add key="VirtualServerName" value="omw81" />

<!-- Set this flag if the requires kerberos flag of the network name
should be set -->

      <!-- Specifying this flag is mandatory but it is only used on
Windows 2003 Cluster -->
<!-- Valid values : "yes", "no" -->
<add key="RequireKerberos" value="no" />

<!-- The IP address of the Management Server in the cluster -->
<add key="VirtualServerIP" value="10.0.0.1" />

<!-- The name of the resource group the Management Server will be 
installed in -->

<add key="ResourceGroupName"  value="OperationsManager" />

<!-- The name of shared disk resource. The directory pointed to by  
ShareDir must be on this drive -->

<add key="SharedDiscResourceName" value="Disk D:" />
<!-- Acknowledgement of the license agreement. Valid values: 
"yes" or "no". -->
<add key="AgreeToLicense" value="yes" />
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<add key="CreateFirewallRules" value="yes" />

<add key="InstanceNameFull" value="[local machine]\OVOPS" />

<!-- The absolute path to the database files directory. -->

<add key="DatabaseFilesPath" value="c:\database\OVOPS\" />

<add key="HPOM Users Domain" value="DOMAIN" />

<!-- The account name of the HP-OVE-User. -->
<add key="HP-OVE-User Username" value="HP-OVE-User" />

<!-- The password for the HP-OVE-User. -->
<add key="HP-OVE-User Password" value="" />

<!-- The account name of the HP-OVE-Deleg-User. -->
<add key="HP-OVE-Deleg-User Username" value="HP-OVE-Deleg-User" />

<!-- The password for the HP-OVE-Deleg-User. -->
<add key="HP-OVE-Deleg-User Password" value="" />
<add key="EnableDelegation" value="yes" />

<!-- HPOM roles groups setup. -->
<add key="HPOM Roles Domain" value="[local machine]" />
<add key="HP-OVE-Admins Roles Group" value="HP-OVE-ADMINS" />
<add key="HP-OVE-Operators Roles Group" value="HP-OVE-OPERATORS" />

<!-- IIS configuration -->

<add key="HTTPPort" value="81" />
<add key="HTTPSPort" value="444" />

<!-- Policy languages -->
<add key="UploadEnglishPolicies" value="yes" />
<add key="UploadJapanesePolicies" value="no" />
<add key="UploadKoreanPolicies" value="no" />
<add key="UploadChinesePolicies" value="no" />

<!-- optional values used for migration-->
<!--  Valid values: "UpgradeKeepData", "DownloadData", or "UploadData".
Case insensitive. -->

      <add key="MigrationCase" value="UpgradeKeepData" />

<!-- The path to the migration data -->
<add key="MigrationDataPath" value="C:\migrationdata\" />

</appSettings>
</configuration>
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インストールの結果

[ スタート ] メニュー

HPOM のインス トールの完了後、 [ スタート ] メニューにフォルダが追加され、

コンソールを開く こ とができます。
[ スタート ] → [ すべてのプログラム ] → [HP] → [HP Operations Manager] → [ コン

ソール ]

ドキュ メン ト

HPOM のインス トール後、 Adobe Acrobat PDF 形式の HPOM ドキュ メン トが、

%OvInstallDir%\paperdocs\en ディ レク ト リに格納されています。

実行可能ファイル

%OvInstallDir% ディ レク ト リ のサブディ レク ト リ に格納さ れている  HPOM
実行可能ファ イルのほかに、以下のディ レク ト リ に実行可能ファ イルが追加さ れ
ます。

%OvDataDir%\bin\instrumentation\

%OvShareDir%\Instrumentation\

%OvShareDir%\Packages\HTTPS\

%OvShareDir%\Packages\Windows\

インス トールの間に、 %SystemRoot%\System32 ディ レク ト リ内のファ イルに

変更が加えられます。

インストール ログ ファイル

インス トール後、 いくつかのログ ファ イルが作成され、 以下のディ レク ト リに

配置されます。

%OvDataDir%\log\installation
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HPOM クラスタ  インストールの検証 

ク ラスタ化された HPOM が正し く インス トールされているこ とを検証する手順

は、 次のとおりです。

1 いずれかの管理サーバーで HPOM コンソールを開きます。 次のよ うな警告

が表示されます。 [OK] をク リ ッ ク します。

2 [ 接続 ] をク リ ッ クする と、 HPOM サーバーに割り当てられている仮想ノード

に接続します。
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3 HPOM コンソールからクラスタ  チェ ック  レポート  ツールを実行します。

4 実行後、 ツールのステータスは [ 成功 ] とな り、 HPOM に関連するク ラスタ
の情報が次のよ うに [ ツールの出力 ] に表示されます。
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5 Microsoft クラスタ  アド ミニス ト レータを開き、 HPOM ク ラスタ  リ ソース  
グループを別のノードに切り替えます。

SPI またはアドオン製品のインストール

HPOM の実行が指定されているすべてのク ラスタ  ノードへの HPOM と コア SPI 
のインス トールが完了する と、 SPI またはアドオン製品をインス トールできるよ

うにな り ます。 SPI またはアドオン製品をインス トールした後も  HPOM のイン

ス トールを機能させるには、 SPI またはアドオン製品をすべてのノードにインス

トールする必要があ り ます。 HPOM は、 起動のたびにインス トールの整合性を

調べ、 不整合が見つかった場合は起動されません。 SPI またはアドオン製品が不

足している場合は、 Windows のイベン ト  ログにエン ト リが記録されます。 [ ツー

ル ] → [HP Operations Manager ツール ] → [ クラスタ  ツール ] から実行できる ク ラ

スタ  チェッ ク  レポート  ツールも、 同様のレポート を生成します。

SPI とアドオン製品のインス トールについては、 各製品のインス トール ガイ ドを

参照して ください。 アドオン製品のインス トール ガイ ドに特に明記されていな

い限り、 常に HPOM ク ラスタ  リ ソース  グループにインス トールします。
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5 HPOM のアンインストールと

再インストール
HPOM のアンインストール

次に示す HPOM のアンインス トール手順は、 ク ラスタ化されていない環境と、

ク ラスタ化されている環境の両方に適用されます。

アンインストールの前提条件

HPOM のインス トール後にインス トールしたすべての管理ノード、 SPI、 アドオン

製品は、 HPOM のアンインス トール前にアンインス トールする必要があ り ます。

1 すべての管理ノードから  HP Operations エージェン ト をアンインス トールし

ます。 オンライン ヘルプ ト ピッ クの 「環境の管理」 → 「エージェン トの設定」

→ 「エージェン トの手動アンインストール」 を参照して ください ( 管理サーバー

上のローカル HP Operations エージェン ト を削除する必要はあ り ません )。

HPOM の再インス トールを計画している場合は、 管理ノードを削除する必要

はあ り ません。

2 すべての SPI を削除します。 アンインス トール手順については、 SPI インス

トール メディアに収録されている ドキュ メン ト を参照して ください。

3 HP NNM Adapter、 HP BAC Adapter、 HP SiteScope Adapter などのアドオン製

品をすべて削除します。 アンインス トール方法については、 それぞれのド
キュ メン ト を参照して ください。

他の製品 (HP Performance Manager や HP Reporter など ) が同じサーバーにイ

ンス トールされている場合、 HPOM for Windows と共通のコンポーネン トが

共有されています。 これらの共有コンポーネン トは、 その他の HP BTO 
Software 製品によって使用されない場合にのみ削除されます。
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4 ク ラスタ  ノードから  HPOM をアンインス トール前に、 次の前提条件を満た

す必要があ り ます。

• 最初にインス トールを行ったク ラスタ  ノードからのアンインス トールは

最後に行う必要があ り ます。 その他のノードでは、 任意の順序でアンイ
ンス トールできます。

• アンインス トールされる ノードは、 HPOM ク ラスタ  リ ソース  グループ

の所有者である必要があ り ます。 必要に応じて MS クラスタ  アド ミニス

ト レータを使用してグループを移動して ください。
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HPOM のアンインストール手順

HPOM をアンインス トールする手順は、 次のとおりです。

1 開いているすべての管理コンソール セッシ ョ ンを終了します。

2 [ アプリケーシ ョ ンの追加と削除 ] ダイアログを開きます。 現在インス トールさ

れているプログラムの リ ス トから  HP Operations Manager 8.10 for Windows を
選択し、 [ 変更と削除 ] をク リ ッ ク します。 HPOM のアンインス トーラが起動

します。 インス トール メディアから  Setup.exe を再実行してアンインス トー

ルを開始するこ と もできます。
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3 [ 移行 ] ページで、[ アンインストール ] をク リ ッ ク し、[ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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4 [ 削除準備完了 ] ページで、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。
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5 アンインス トールが完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 [ インストール終了 ] 
ページに進みます。
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6 結果ログ ファ イルの内容を調べ、 アンインス トール エラーや、 アンインス

トール時に削除できなかったファ イルを確認するこ とをお勧めします。 [ 終
了 ] をク リ ッ ク してウ ィザードを終了します。

7 HPOM のアンインス トールでは、 以下のソフ ト ウェアはシステムから削除さ
れません。

— Microsoft SQL Server Express 2005 ( インス トールしている場合 )

— Microsoft .NET Framework

— Mircosoft Visual C++ 2005 再頒布可能パッケージ

このソフ ト ウェアが不要な場合は、 [ アプリケーシ ョ ンの追加と削除 ] ウ ィ
ンド ウで削除して ください。

8 残りの HPOM ファ イルとフォルダを手動で削除します。

残っている  HPOM ファ イルとフォルダの一部は、 Microsoft のソフ ト ウェア
に依存しているために、 HPOM によってアンインス トールされないこ とがあ
り ます。 これらのファ イルやフォルダを問題なく削除するには、 最初に 
Microsoft のソフ ト ウェアをアンインス トールする必要があ り ます。
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リモート  データベースの削除

リモート  データベースを使用している場合、 HPOM データを完全に削除するに

は、 いくつかの手動操作を行う必要があ り ます。 リモート  データベースを削除

する手順は、 次のとおりです。

1 [ スタート ] → [ プログラム ] → [Microsoft SQL Server] → [Enterprise Manager] 
を選択して、 Enterprise Manager を開きます。

2 左側のペインで [Microsoft SQL Servers] グループを展開します。

3 [SQL Server Group] を展開します。

4 HPOM インスタンス  グループ (MSSQLSERVER\OVOPS) を展開します。

5 [Databases] フォルダをク リ ッ ク します。

6 右側のペインで openview をク リ ッ ク し、 [Delete] をク リ ッ ク します。

'openview' データベースの削除を承認します。

7 左側のペインで [Security] フォルダを展開し、 [Logins] を選択します。

a 右側のペインで HP-OVE-Deleg-User をク リ ッ ク し、 キーボードの Delete 
キーを押します。 ログインと、 関連するデータベース  ユーザーの削除を

承認します。

b 右側のペインで HP-OVE-User をク リ ッ ク し、 キーボードの Delete キーを

押します。 ログインと、 関連するデータベース  ユーザーの削除を承認し

ます。

c 右側のペインで ovdb_user をク リ ッ ク し、 キーボードの Delete キーを押

します。ログインと、関連するデータベース  ユーザーの削除を承認します。

d 右側のペインで ovms_admin をク リ ッ ク し、 キーボードの Delete キーを

押します。 ログインと、 関連するデータベース  ユーザーの削除を承認し

ます。

[Delete backup and restore history for the database] チェッ クボッ クス

を適切に選択してください。
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HPOM for Windows の再インストール

HPOM for Windows の管理サーバーと リモート  コンソールの再インス トールは、

アンインス トール後に行う  2 回目のインス トールです。 管理サーバーは、 全く新

し く インス トールする必要があ り ます ( その際、 サーバー データベース、 ポ リ

シーなどは完全に再作成されます )。

管理サーバーの再インストール

HPOM 管理サーバーを再インス トールする前に、 SPI とすべてのアドオン製品と

と もに、 既存のサーバーをアンインス トールして ください。 サーバーのアンイン
ス トールでは、 サーバーのエージェン トや収集されたパフォーマンス  データも

自動的に削除されます。

データベース

データベースの内容を再利用する場合は、 同じ ノードで並列移行を実施する必要
があ り ます。 次の手順で、 並列移行を行います。

1 データをダウンロード します。

2 古いソフ ト ウェアをアンインス トールします。

3 新しいソフ ト ウェアをインス トールし、 データをアップロード します。

HPOM 8.10 for Windows から  8.10 への置換移行はサポート されていません。

並列移行の詳細については、 インス トール メディアに収録されている  HPOM の
アップグレード  ガイ ドを参照して ください。

リモート  コンソールの再インストール

HPOM 8.10 for Windows リモート  コンソールを再インス トールする手順は、 次の

とおりです。

1 [ アプリケーシ ョ ンの追加と削除 ] を使用して、 既存のコンソールをアンイ

ンス トールします。

2 2 回目のインス トールを実行します。
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6 インストール後の作業
この章では、 HP Operations Manager for Windows (HPOM) のインス トール後に実

行できる次の項目について説明します。

• 154 ページの 「HPOM の操作方法」

• 155 ページの 「コンソールの概要」

• 158 ページの 「設定可能な項目」
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HPOM の操作方法

• 演習および例を交えて基本的なタスクの概要を対話式で説明するチュート リ
アルについては、 基本ト レーニング情報を参照してください。 これは、 ヘル
プおよびインス トール メディアからアクセスできます。 インス トールの完

了後、 コンソールを最初に開いたと きに、 基本ト レーニング チュート リ ア

ルを表示するかど うかが確認されます。 チュート リ アルの最初のページは、
実行する管理タスクの便利なチェッ ク リ ス ト と して使用できます。

• ノード、 ツール、 サービス、 ポ リ シー、 ユーザー ロールの設定、 ポ リ シー

の配布、 およびデータベース保守などの管理タスクについては、 ヘルプ シ
ステムを参照して ください。
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コンソールの概要 

HPOM コンソールを開きます。 [ スタート ] メニューから、 [ すべてのプログラム ] 
→ [HP] → [HP Operations Manager] → [ コンソール ] の順に選択して、 HPOM 管理

コンソールを起動します。 コンソール ツ リーで、 [Operations Manager] をク リ ッ

ク します。 エン ト リの横のプラス記号 (+) をク リ ッ ク して、 ツ リー内のコンテン

ツを展開または縮小表示し、 コンソール ツ リー内のナビゲート を実際に試して

みます。 メ ッセージおよびマップの表示に使用できるオプシ ョ ンを調べます。 次
に簡単な説明を示します。 詳細はオンライン ヘルプを参照して ください。

次の図は、 本製品の起動時に開くデフォル ト のコンソール ビューを示していま

す。 2 つのウ ィンド ウが表示されます。 1 つはシステム  インフラス ト ラ クチャの

マップ ビューです。 も う  1 つはメ ッセージ ブラウザです。次のよ うに、各ウ ィン

ド ウの左側にコンソール ツ リーが表示され、 右側に詳細ペインが表示されます。
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Microsoft Management Console (MMC) とそのメニュー

Microsoft Management Console (MMC) メニュー バーは、 前の図の一番上にある メ

ニュー バーです。 メニューには、 [ コンソール ]、 [ ウ ィ ンド ウ ]、 および [ ヘル

プ ] が含まれています。 MMC は、 HPOM などの管理ツールに対するソフ ト ウェ

ア フレームワークです。 MMC メニュー バーからは、 コンソール ウ ィンド ウの

操作から新しいコンソールの作成まで、 幅広いタスクを実行できます。 MMC に
ついては、 ヘルプ ト ピッ ク 「HP Operations Manager for Windows と  MMC」、 また

は Microsoft の Web サイ ト  www.microsoft.com/japan/ を参照して ください。

Web コンソール インタフェース

HP Operations Web コンソールは、 管理ノードで発生したイベン トによ り生成さ

れたメ ッセージを迅速かつ簡単に表示および対応できるツールです。 どのよ うな
場所から も、 Internet Explorer または Netscape ブラウザを使用して、 メ ッセージ

の重要度を一瞬で把握し、 その原因である問題を解決するための処置ができま
す。 サポート されるブラウザのバージ ョ ンについては、 第 2 章 「要件」 を参照し

て ください。

Web コンソールへのアクセス方法については、 オンライン  ヘルプの 「ワークス

ペースの管理」 の下にある ト ピッ ク 「Web コンソールによるメ ッセージの参照」 を参

照して ください。 Web コンソールには、 機能解説のヘルプが別途用意されてい

ます。

HPOM メニュー

MMC メニュー バーの直下にある  HPOM のメニュー バーを使用して、 HPOM の
タスクを実行できます。 項目を選択して右ク リ ッ クする とシ ョート カッ ト  メ
ニューが表示されます。 このメニューも  HPOM で頻繁に使用されます。

詳細ペイン

詳細ペイン ( ウ ィ ンド ウの右側 ) には、 リ ス ト 、 メ ッセージ ブラウザ、 および

マップ ビューが表示されます。 これらのビューを並べて表示し、 複数のウ ィン

ド ウを同時に参照するこ とができます。
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コンソール ツリー

コンソール ツ リー ( ウ ィンド ウの左側 ) には、 次に示す HPOM の主要コンポー

ネン ト を表すフォルダがリ ス ト  ビューと して表示されます。

• サービス :  コンピューティング環境にある  1 つ以上のハード ウェアまたはソ

フ ト ウェア コンポーネン トによって提供される、 カスタマベース、 ユー

ザー指向、 またはインフラス ト ラ クチャの機能です ( 電子メール、 ネッ ト

ワーク帯域幅、 アプ リ ケーシ ョ ン アクセスなど )。 ポ リ シーは、 指定された

サービス利用者に対し、 適切なサービス  レベルを確実に提供するのに役立

ちます。

• ノード :  HPOM 管理サーバーから管理できるコンピュータ  システムまたは

インテ リ ジェン ト  デバイスです。 HPOM では、 Windows ノードおよび UNIX 
ノードの両方を管理できます。

• ツール :  HPOM では、 ツールはタスクの実行に使用するソフ ト ウェア プロ

グラムまたはコマンドです。 たとえば、 URL、 実行ファイル、 または Visual 
Basic スク リプ ト を リモートの管理ノード上で実行するよ う設定できます。

• ポリシー ( コンソール ツリーで [ ポリシー管理 ] の下に表示されています ) :  
ネッ ト ワークおよびサービスの管理を自動化するために利用される仕様また
はルールです。 HPOM 管理者は、 社内全体で一貫性のある自動管理を行うた

めに、 管理ノードにポ リシーを配布します。 ポ リ シーは、 管理ノードで監視
および記録する情報や、 管理サーバーからコンソールに転送するイベン トお
よびメ ッセージを指定するテンプレート と見なすこ とができます。

— UNIX ノードに配布できる  UNIX 用のポ リシーおよびツールが提供され

ています。

— Self Manager は、 管理サーバーおよび管理ノードに配布して、 HPOM 
サーバーおよびエージェン ト を管理するこ とができます。

• SPI:  Exchange アプリ ケーシ ョ ンなど、 特定タイプのビジネス  アプリ ケー

シ ョ ンやデータベースを管理するための、 あらかじめパッケージされたソフ
ト ウェアです。 SPI は HPOM サーバーにインス トールされ、 コンピュータ  
システムの運用を管理するために必要なデータ  ソース、 ポ リ シー、 診断

ルール、 修正アクシ ョ ンを含んでいます。 SPI はヘルプ システムも備えてい

るため、 他のタイプのドキュ メン ト も提供できます。
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設定可能な項目

管理者は、 ソフ ト ウェアの特定の要素を設定するこ とができます。 次のリ ス ト
は、 設定タスクの概要を示しています。

HPOM の設定方法については、 基本ト レーニング チュート リ アルを参照するか、

コンソールからオンライン  ヘルプを参照して ください。 管理タスクの多くは、

管理者しか実行できませんが、 すべてのユーザーが実行できるタスク もあ り ま
す。 それらのタスクには、 いずれもオペレータが実行する機能を管理するユー
ザー ロールを割り当てるこ とができます。

• ユーザーの追加 : 適切なセキュ リ ティ  グループへのユーザー (HPOM の管理

者およびオペレータ ) の追加。

• ノードの設定 : ノード  ( システム ) を、 管理できるよ うに設定します。 設定

する項目には、 管理するシステム ( ノード ) の選択と、 ノード、 サービス、

およびユーザー ロールが利用できるツールの選択があ り ます。 設定された

ノードは、 直ちに管理ノード とな り ます。 管理サーバーは、 インス トール時
に自動的に管理ノード と して追加されます。

• サービスの設定 :  ビジネス  サービスを  HPOM の機能に関連付けるには、

サービス階層内のサービスの依存関係と、 関連するサービスのステータスに
基づいて重要度を評価するルールを定義します。 開始する際には、 ステータ
ス伝達およびステータスの計算ルールにデフォルト値を使用するこ とができ
ます。

• ツールの設定 :  オペレータが管理ノードおよびサービスに対して使用できる

ツールを指定します。 オペレータは許可されたツールを使用して、 メ ッセー
ジ ブラウザで報告された業務上重大な影響を与える問題の解決や、 管理環

境に関する情報の報告を行います。 これらのツールは、 サービス、 管理ノー
ド、 ユーザー ロールに関連付けるこ とができます。 また、 ツールは定義済

みのノード  リ ス ト で実行するよ うに設定するこ と もできます。

• ユーザー ロールの設定 :  管理者は、 特定の割り当てられたタスク と責任が

重点的に表示されるよ うに、 オペレータのビュー環境を設定するこ とができ
ます。 特定のユーザーにロールを定義するこ とによ り、 オペレータに対し企
業情報を表示する方法や、 実行を許可するアクティ ビティの範囲を制御でき
ます。 各ユーザーに特定のロールを適切に定義し割り当てるこ とで、 独自の
特殊技能や経験を持つ個人の集団全体に監視タスク と保守タスクを割り当
て、 各自のコンソール表示方法をカスタマイズするこ とができます。
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• サービス タイプの設定 :  サービスのインスタンス作成時に使用するサービ

ス  タイプのプロパティを指定できます。 サービス  タイプはテンプレートに

似ていて、 特定のレポート、 グラフ、 ツール、 または配布パッケージに関連
付けるこ とができます。 このよ う な関連付けを行ったサービス  タイプは、

関連するサービスのインスタンス作成時に使用されます。 各サービス  タイ

プに関連付けられたツール、 レポート、 グラフ、 および配布パッケージは、
このサービスの過去または未来の各インスタンスに関連付けられます。 サー
ビス  タイプに属するサービスは、 すべてこの特性を持ちます。

• ポリシーの作成または編集 :  事前設定済みのデフォルト  ポ リ シーを使用す

るほかに、 1 つ以上のデフォルト  ポ リシーのバージ ョ ンをコピーして修正す

るか、 またはいずれかのポ リシー タイプから新しいポ リ シーを作成するこ

とで、 ユーザー定義ポ リシーを設定できます。 また、 メ ッセージ ブラウザ

で受信したメ ッセージに関連する問題を解決するための自動またはオペレー
タ起動コマンドを作成するこ と もできます。

• メ ッセージ フ ィルタの設定 :  ( オペレータまたは管理者 ) ─ メ ッセージ ブラ

ウザには、 管理サーバーで管理される ノードから受信したメ ッセージが、 管
理者による設定に基づいて表示されます。 オペレータはフ ィルタを設定する
こ とで、 特定の基準に合致したメ ッセージだけが表示されるよ うに、 メ ッ
セージの表示方法をさ らにカスタマイズできます。

• 管理ノードのパフォーマンス データの収集 :  HP Operations for Windows エー

ジェン トは、データを収集するすべての Windows 管理ノードに配布されます。

• パフォーマンス グラフの表示 :  収集されたパフォーマンス  データに基づい

て、 パフォーマンス上の問題を診断し、 傾向を検出するために使う グラフを
表示するこ とができます。 デフォルトのグラフをカスタマイズした り、 独自
のグラフを作成するこ と もできます。

• Microsoft Windows サービスの管理 :  事前設定済みのデフォルトのポ リ

シーを使い、 メ ッセージ ブラウザに表示されたイベン トから、 ニーズに正

確に適合させるためのポ リシーの変更方法を判断します。

• UNIX ノードの管理 :  HPOM には、 UNIX ノードを管理するためのエージェ

ン トが付属しています。 これらのエージェン ト をインス トールしてアクティ
ブ化する と、 UNIX システムを管理するための事前定義済みデフォルト  ポ リ

シーとツールを配布できます。

• Self Manager を使用した HPOM の管理 :  Self Manager は HPOM サービスお

よびエージェン ト を管理します。 これは、 管理サーバーに自動的に配布され
ます。 エージェン ト を管理するには、 管理ノードに Self Manager ポ リシーを

配布します。
インストール後の作業 159
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A システム要件のチェ ック
HPOM のインス トール開始前と実行中に、 以下の必要条件がチェッ ク されます。

• インス トール開始時のチェッ ク。 161 ページの表 2 を参照して ください。

• 管理サーバーと リモート  コンソールの両方に適用されるチェッ ク。 162 ペー

ジの表 3 を参照して ください。

• 管理サーバーのみに適用されるチェッ ク。 164 ページの表 4 を参照して くだ

さい。

• リモート  コンソールのみに適用されるチェッ ク。 165 ページの表 5 を参照し

て ください。

表 2 インス トール開始時のチェ ック

必要条件チェ ック 結果 メ ッセージ テキスト  / 対応方法

インス トールを実行する
ユーザーが管理者権限を
持っていない。

エラー HPOM のインス トールを行うユーザー

には、 少な く と も ローカル管理者権限
が必要です。
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表 3 管理サーバーと リモート  コンソールの両方に適用されるチェ ック

必要条件チェ ック 結果 メ ッセージ テキスト  / 対応方法

バージ ョ ン 7.50 よ り前の 
HPOM がインス トールさ

れている。

エラー 7.50 よ り前のバージ ョ ンがインス

トールされている場合、 最初にこの
バージ ョ ンを  7.50 にアップグレー

ド してから、 HPOM 8.10 にアップ

グレード して ください。

%OvInstallDir% が既

にレジス ト リに設定され
ている。

警告 HPOM は、 %OvInstallDir% の現

在の値を使用します。 インス トール 
ディ レク ト リは変更できません。

regsrv32 ユーティ リ

ティがシステムに存在し
ない。

エラー regsrv32 ユーティ リ テ ィがター

ゲッ ト  システムに存在する必要が

あ り ます。

レジス ト リ値 
HKEY_LOCAL_MACHINE
/SOFTWARE/
Microsoft/WBEM/ イン

ス トール ディ レク ト リ  
と この値が指すディ レク
ト リが存在せず、 この
ディ レク ト リが %PATH% 
に指定されていない。

レジス ト リ値は存在する
が、 このディ レク ト リが 
%PATH% に指定されてい

ない。

エラー

情報

このレジス ト リ値がターゲッ ト  シ
ステムに存在する必要があ り ます。

HPOM のインス トールによ り、

%PATH% にこのディ レク ト リが追加

されます。

インス トール メディア

へのパスが長すぎる。

エラー HPOM をインス トールする場所か

らのパスは 30 字未満になるよ うに

します ( 完全なパスにはバイナリの 
Setup.exe が含まれます )。 これは、

Windows インス トーラ  (msiexec) の
既知の制限です。
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ターゲッ ト  OS が 64 ビッ

ト  Windows である。

警告 64 ビッ ト  Windows システムへの 
HPOM のインス トールはサポート

されていません。

システムに KB925336 が
適用されていない 
(Windows Server 2003 
のみ )。

警告 このパッ チをターゲッ ト  システムに

インスト ールする必要があり ます。

インス トール プログラ

ムが、 WMI を使用して

ローカル システムに接

続できない。

エラー WMI (Windows Management 
Instrumentation) サービスをターゲッ

ト  システム上で実行する必要があ

り ます。

システム上で WMI 
(Windows Management 
Instrumentation) サービス

を実行しているが、 イン
ス トール プログラムは 
WMI を使用してローカ

ル システムに接続でき

ない。

DCOM セキュ

リ テ ィ設定の
確認を求めら
れる

DCOM セキュ リ ティ設定を確認し

ます。

ディ スク容量が必要最小
量の 6144 MB 以下。

警告 システムのディ スク容量 
(<DETECTED_VALUE>) が、 必要最

小量の 6144 MB 未満です。

表 3 管理サーバーと リモート  コンソールの両方に適用されるチェ ック

必要条件チェ ック 結果 メ ッセージ テキスト  / 対応方法
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表 4 管理サーバーのみに適用されるチェ ック

必要条件チェ ック 結果 メ ッセージ テキスト  / 対応方法

ターゲッ ト  システムが

ド メ イン コン ト ローラ

である。

エラー HPOM 管理サーバーは、 ド メ イン  
コン ト ローラにインス トールできま
せん。

単一サーバー インスト ー

ルをク ラスタ  インスト ー

ルに置換アッ プグレード
しよう と している。

警告 単一サーバー インス ト ールを ク ラ

ス タ  インス ト ールに置換アップグ

レードするこ とはできません。 代わ
りに、並列移行を実行して ください。

プライマ リ  DNS サ
フ ィ ッ クスが設定されて
いない。

エラー このシステムの DNS サフ ィ ッ クス

は設定されていません。 ク ラ イアン
ト  システムがサーバーのホス ト名

を解決できない場合、 エージェン ト
と管理サーバーの間の通信に問題が
生じる可能性があ り ます。

HP Network Node Manager 
アダプタがインス トール
されている。

エラー HPOM の新しいバージ ョ ンをシス

テムにインス トールする前に、 HP 
NNM Adapter をアンインス トールし

ておく必要があ り ます。

IIS Admin サービスが存

在しません。

エラー IIS がターゲッ ト  システムにインス

トールされ、 IIS Admin サービスが

存在している必要があ り ます。
HPOM のインス トール時に、 この

サービスが実行中でなければ、 起動
されます。

ターゲッ ト  OS が 
Windows XP またはそれ

以前の OS である。

エラー サポート されている管理サーバー 
プラ ッ ト フォームについては、
HPOM のサポート  マ ト リ クスを参

照して ください。

Internet Explorer のバー

ジ ョ ンが 6.0 よ り古い。

警告 サポート されている  Internet 
Explorer のバージ ョ ンについては、

HPOM のサポート  マ ト リ クスを参

照して ください。
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表 5 リモート  コンソールのみに適用されるチェ ック

ユーザーがド メ イン管理
者ではない。

警告 インス トールを行うユーザーがド メ
イン管理者でない場合、 インス トー
ルの際にド メ イン アカウン ト を作

成できないほか、
HP-OVE-Deleg-User の委任権限を設

定できません。

物理メモ リが必要最小量
の 256 MB 以下。

エラー システムの物理メモ リの容量 
(<DETECTED_VALUE>) が、 必要最

小量の 256 MB 未満です。

仮想メモ リが必要最小量
の 512 MB 以下。

エラー システムの仮想メモ リの容量 
(<DETECTED_VALUE>) が、 必要最

小量の 512 MB 未満です。

必要条件チェ ック 結果 メ ッセージ テキスト  / 対応方法

ターゲッ ト  OS が 
Windows 2000 以前か、

SP2 をインス トールして

いない Windows XP。

エラー サポート されている リモート  コン

ソール プラ ッ ト フォームについて

は、 HPOM のサポート  マ ト リ クス

を参照して ください。

物理メモ リが必要最小量
の 256 MB 以下。

エラー システムの物理メモ リの容量 
(<DETECTED_VALUE>) が、 必要最

小量の 256 MB 未満です。

仮想メモ リが必要最小量
の 512 MB 以下。

エラー システムの仮想メモ リの容量 
(<DETECTED_VALUE>) が、 必要最

小量の 512 MB 未満です。

ディ スク容量が必要最小
量の 272 MB 以下。

警告 システムのディ スク容量 
(<DETECTED_VALUE>) が、 必要最

小量の 272 MB 未満です。

必要条件チェ ック 結果 メ ッセージ テキスト  / 対応方法
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